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委
員
長　
　
池
田　
博
美

副
委
員
長　
長
谷
川
和
重

委　
員　
　
山
口　
　
守

委　
員　
　
大
路　
　
恒

委　
員　
　
木
村　
圭
二

委　
員　
　
山
田　
立
美

以
前
は
町
内
各
小
学
校

区
に
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
チ
ー

ム
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
各
校
区
合
同
の
１
チ
ー

ム
の
み
と
な
り
、
現
在
は

母
里
地
区
、
天
満
南
地
区

児
童
の
男
女
混
合
チ
ー
ム

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
木
曜
日
、
土
曜

日
、
日
曜
日
の
週
３
回
、

天
満
南
小
学
校
で
「
一
生

懸
命
」
を
合
言
葉
に
、
言

葉
よ
り
も
直
接
体
験
さ
せ

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
指

導
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
人
数
も
少
な
く

な
り
、
部
員
が
増
え
て
ほ

し
い
で
す
。
卒
部
し
た
子

ど
も
た
ち
も
戻
っ
て
こ
ら

れ
る
場
を
存
続
で
き
る
よ

う
に
、
現
在
部
員
や
指
導

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

勧
誘
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
練
習
日
程
や
見
学
等
の

情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。各

校
区
の
児
童
数
に
偏

り
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
児
童
数
の
少
な
い
校

区
で
は
、
地
区
活
動
に
も

影
響
が
出
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
人
数
が
増
え
、

活
性
化
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。

読
ん
で
い
ま
す
。
部
活

動
が
５
年
度
以
降
に
地
域

へ
移
行
す
る
方
向
と
耳
に

し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
か

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
と
し
て
望

む
こ
と
は
何
で
す
か

「ジュニアバレーボール協会」のみなさん

体
育
協
会
「
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
」
を
訪
ね
て

129

●
議
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

服部　悦子さん
はっとり  えつ こ

（六分一山）

息
子
が
３
月
に
小
学
校
を
卒
業
し

ま
す
。
毎
日
片
道
40
分
歩
い
て
の
通

学
。
最
初
は
心
配
で
し
た
が
、
今
で

は
体
力
も
つ
き
大
き
く
な
っ
た
な
ぁ

▼
10
月
に
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

の
ポ
イ
ン
ト
還
元
が
実
施

さ
れ
、
予
想
以
上
の
利
用

に
よ
り
補
正
で
増
額
実
施

と
な
り
、
行
政
情
報
は
生

活
に
密
着
し
て
い
る
と
実

感
し
ま
し
た
。
▼
９
月
議

会
の
会
期
延
長
に
よ
り
議

会
だ
よ
り
の
発
行
が
1
カ

月
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
池
田　
博
美
）

羽ばたくコウノトリ
（下棒池）

しもぼう

9
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

と
し
み
じ
み
…
。
１
ク
ラ
ス
し
か
な

く
ク
ラ
ス
替
え
が
な
い
の
で
、
親
の

私
も
ク
ラ
ス
全
員
の
名
前
が
言
え
、

み
ん
な
本
当
に
か
わ
い
い
で
す
。

４
月
か
ら
中
学
生
。
コ
ロ
ナ
禍
で

マ
ス
ク
生
活
が
続
き
そ
う
で
す
が
、

制
服
も
一
新
さ
れ
、
新
し
い
お
友
達

と
も
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
中
学
校

生
活
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

「楽しみな子ども達の成長」

広
報
常
任
委
員
会

ジュニアバレーボール協会

代表　　松尾　国昭さん
生徒 ・男子　 2 人
 ・女子　 4 人
 　合計　 6 人

ま つ お く に あ き

9P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

13P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13人が一般質問

3年度決算を認定

まちづくりをどうする

議員構成決まる

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4P

キャッシュレス決済増額補正
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業務を終え解体工事を待つ清掃センター

トイレ改造工事を行うサン・スポーツランドいなみ

定例会

稲
美
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

解
体
撤
去
工
事
請
負
契
約
を
締
結

ご
み
処
理
の
広
域
化
に

よ
り
、
４
年
１
月
末
で
運

転
を
停
止
し
た
稲
美
町
清

掃
セ
ン
タ
ー
は
、
地
元
自

治
会
と
の
協
定
で
６
年
度

末
ま
で
に
撤
去
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
建

物
や
設
備
の
解
体
撤
去
工

事
、
解
体
後
の
整
地
や
安

全
対
策
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。主

な
質
疑

　
　

工
事
の
開
始
時
期
は
。

　
　

議
決
後
、
工
程
会
議

と
並
行
し
て
地
元
説
明
会

を
実
施
し
、
そ
の
後
、
11

月
頃
か
ら
開
始
予
定
。

　
　

安
全
対
策
は
万
全
か
。

　
　

事
前
の
解
体
計
画
書

作
成
段
階
の
調
査
で
ア
ス

ベ
ス
ト
等
が
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
解
体
撤
去

工
事
で
も
再
調
査
を
行
い
、

外
部
へ
の
飛
散
を
防
ぐ
。

ま
た
、
密
閉
状
態
で
の

有
害
物
質
の
持
ち
出
し
や

工
事
車
両
の
通
行
な
ど
を

工
程
会
議
で
協
議
し
、
安

全
対
策
に
万
全
を
期
す
。

　
　

解
体
撤
去
の
対
象
外

と
な
る
設
備
は
。

　
　

地
元
自
治
会
の
理
解

を
得
な
が
ら
事
務
所
の
一

部
と
計
量
器
は
撤
去
せ
ず

残
す
方
向
で
考
え
て
い
る
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

○
西
部
４
号
取
水
井
を

緊
急
修
繕

西
部
４
号
取
水
井
の
揚

水
管
及
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に

穴
が
空
き
、
外
部
か
ら
浸

水
が
発
生
し
ま
し
た
。

早
急
に
修
繕
し
な
け
れ

ば
井
戸
が
崩
落
し
使
用
不

能
と
な
る
た
め
、
修
繕
に

係
る
工
事
費
を
緊
急
に
予

算
措
置
し
ま
し
た
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

専
決
処
分

水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

９
月
定
例
会
は
８
月
31
日
に
招
集
さ
れ
、
途
中
、
会
期
の
延
長
を
行
い
、
10
月
12
日
ま
で
の
43
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
専
決
処
分
、
３
年
度
決
算
、
４
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、

工
事
請
負
契
約
、
人
事
案
件
な
ど
27
議
案
を
承
認
・
認
定
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
議
員
辞
職
勧
告
に
関
す
る
決
議
な
ど
２
議
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
24
人
で
し
た
。

な
お
、
３
年
度
決
算
認
定
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
４
日
間
を
か
け
て
審
査
し
ま
し
た
。
（
４
〜
６
ペ
ー
ジ
）

入 札 方 法

契約の相手方
契 　 約 　 額
工　　　　期　

郵便応募型条件付き
一般競争入札
青木あすなろ建設㈱神戸支店
3億9,380万円
4.9.15～6.3.31

答 問

答 問答 問

〈
反
対
〉　

大
路　
　

恒

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
75
歳
で
年
齢
を
区
切

り
、
国
民
の
世
代
間
の
対

立
と
分
断
を
図
る
も
の
だ
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄

高
齢
者
の
医
療
費
増
大

に
対
応
す
る
た
め
創
設
さ

れ
た
制
度
で
あ
る
。
３
年

度
の
額
の
確
定
の
補
正
予

算
の
た
め
賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

（
賛
成
12　

反
対
１
）

○
公
平
委
員
の
選
任
に

同
意大

西　

弘
文
氏
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。（

再
任
）

住
所　

稲
美
町
蛸
草

任
期
は
、
８
年
９
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　

同
意
＝

○
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意

藤
本　

大
造
氏
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。（

再
任
）

住
所　

稲
美
町
野
谷

任
期
は
、
７
年
９
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　

同
意
＝

○
教
育
委
員
の
任
命
に

同
意松

田　
　

緑
氏
の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。（

新
任
）

住
所　

明
石
市
太
寺

任
期
は
、
８
年
９
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　

同
意
＝

○
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
議

員
の
選
挙

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議
員
で

あ
っ
た
前
副
町
長
の
４
年

５
月
31
日
付
の
退
任
に
伴

い
、
同
議
会
議
員
の
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

藤
田　

浩
之　

副
町
長

が
、
当
選
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

お
お
に
し

ひ
ろ
ふ
み

ふ
じ
も
と

だ
い
ぞ
う

た
い
で
ら

ふ
じ 

た

ひ
ろ
ゆ
き

ま
つ 

だ

み
ど
り

令和4年度 一般会計補正予算（第3号）

新型コロナウイルス感染症対策費などを増額

○農業者支援臨時給付金事業
２,５４０万円新設

新型コロナウイルス感染症の影響により肥料
等の物価高騰の影響を受けている農業者などに
対し、給付金を支給する費用です。

○体育施設トイレ改造事業
１,３９６万円新設

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、体育施設（サン・スポーツランドいなみ、
鳴ケ岡グラウンド）のトイレ改造工事（和式便
器の洋式化、手洗器の自動水栓化など）を行う
費用です。

〈第３号〉歳出の主な内容

＝　全会一致　可決　＝

○郷土資料館トイレ改造事業
２８６万円新設

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、郷土資料館のトイレ改造工事（和式便器の
洋式化、手洗器の自動水栓化など）を行う費用
です。

人　

事　

案　

件
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業務を終え解体工事を待つ清掃センター

トイレ改造工事を行うサン・スポーツランドいなみ

定例会

稲
美
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

解
体
撤
去
工
事
請
負
契
約
を
締
結

ご
み
処
理
の
広
域
化
に

よ
り
、
４
年
１
月
末
で
運

転
を
停
止
し
た
稲
美
町
清

掃
セ
ン
タ
ー
は
、
地
元
自

治
会
と
の
協
定
で
６
年
度

末
ま
で
に
撤
去
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
建

物
や
設
備
の
解
体
撤
去
工

事
、
解
体
後
の
整
地
や
安

全
対
策
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。主

な
質
疑

　
　

工
事
の
開
始
時
期
は
。

　
　

議
決
後
、
工
程
会
議

と
並
行
し
て
地
元
説
明
会

を
実
施
し
、
そ
の
後
、
11

月
頃
か
ら
開
始
予
定
。

　
　

安
全
対
策
は
万
全
か
。

　
　

事
前
の
解
体
計
画
書

作
成
段
階
の
調
査
で
ア
ス

ベ
ス
ト
等
が
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
解
体
撤
去

工
事
で
も
再
調
査
を
行
い
、

外
部
へ
の
飛
散
を
防
ぐ
。

ま
た
、
密
閉
状
態
で
の

有
害
物
質
の
持
ち
出
し
や

工
事
車
両
の
通
行
な
ど
を

工
程
会
議
で
協
議
し
、
安

全
対
策
に
万
全
を
期
す
。

　
　

解
体
撤
去
の
対
象
外

と
な
る
設
備
は
。

　
　

地
元
自
治
会
の
理
解

を
得
な
が
ら
事
務
所
の
一

部
と
計
量
器
は
撤
去
せ
ず

残
す
方
向
で
考
え
て
い
る
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

○
西
部
４
号
取
水
井
を

緊
急
修
繕

西
部
４
号
取
水
井
の
揚

水
管
及
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に

穴
が
空
き
、
外
部
か
ら
浸

水
が
発
生
し
ま
し
た
。

早
急
に
修
繕
し
な
け
れ

ば
井
戸
が
崩
落
し
使
用
不

能
と
な
る
た
め
、
修
繕
に

係
る
工
事
費
を
緊
急
に
予

算
措
置
し
ま
し
た
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

専
決
処
分

水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

９
月
定
例
会
は
８
月
31
日
に
招
集
さ
れ
、
途
中
、
会
期
の
延
長
を
行
い
、
10
月
12
日
ま
で
の
43
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
専
決
処
分
、
３
年
度
決
算
、
４
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、

工
事
請
負
契
約
、
人
事
案
件
な
ど
27
議
案
を
承
認
・
認
定
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
議
員
辞
職
勧
告
に
関
す
る
決
議
な
ど
２
議
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
24
人
で
し
た
。

な
お
、
３
年
度
決
算
認
定
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
４
日
間
を
か
け
て
審
査
し
ま
し
た
。
（
４
〜
６
ペ
ー
ジ
）

入 札 方 法

契約の相手方
契 　 約 　 額
工　　　　期　

郵便応募型条件付き
一般競争入札
青木あすなろ建設㈱神戸支店
3億9,380万円
4.9.15～6.3.31

答 問

答 問答 問

〈
反
対
〉　

大
路　
　

恒

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
75
歳
で
年
齢
を
区
切

り
、
国
民
の
世
代
間
の
対

立
と
分
断
を
図
る
も
の
だ
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄

高
齢
者
の
医
療
費
増
大

に
対
応
す
る
た
め
創
設
さ

れ
た
制
度
で
あ
る
。
３
年

度
の
額
の
確
定
の
補
正
予

算
の
た
め
賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

（
賛
成
12　

反
対
１
）

○
公
平
委
員
の
選
任
に

同
意大

西　

弘
文
氏
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。（

再
任
）

住
所　

稲
美
町
蛸
草

任
期
は
、
８
年
９
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　

同
意
＝

○
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意

藤
本　

大
造
氏
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。（

再
任
）

住
所　

稲
美
町
野
谷

任
期
は
、
７
年
９
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　

同
意
＝

○
教
育
委
員
の
任
命
に

同
意松

田　
　

緑
氏
の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。（

新
任
）

住
所　

明
石
市
太
寺

任
期
は
、
８
年
９
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　

同
意
＝

○
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
議

員
の
選
挙

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議
員
で

あ
っ
た
前
副
町
長
の
４
年

５
月
31
日
付
の
退
任
に
伴

い
、
同
議
会
議
員
の
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

藤
田　

浩
之　

副
町
長

が
、
当
選
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

お
お
に
し

ひ
ろ
ふ
み

ふ
じ
も
と

だ
い
ぞ
う

た
い
で
ら

ふ
じ 

た

ひ
ろ
ゆ
き

ま
つ 

だ

み
ど
り

令和4年度 一般会計補正予算（第3号）

新型コロナウイルス感染症対策費などを増額

○農業者支援臨時給付金事業
２,５４０万円新設

新型コロナウイルス感染症の影響により肥料
等の物価高騰の影響を受けている農業者などに
対し、給付金を支給する費用です。

○体育施設トイレ改造事業
１,３９６万円新設

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、体育施設（サン・スポーツランドいなみ、
鳴ケ岡グラウンド）のトイレ改造工事（和式便
器の洋式化、手洗器の自動水栓化など）を行う
費用です。

〈第３号〉歳出の主な内容

＝　全会一致　可決　＝

○郷土資料館トイレ改造事業
２８６万円新設

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、郷土資料館のトイレ改造工事（和式便器の
洋式化、手洗器の自動水栓化など）を行う費用
です。

人　

事　

案　

件

218715_つーえむ_稲美町議会だより_いなみNo166_P02-03



決
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委
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会

決
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特
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会
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2歳児3歳児の会（いなみっこ広場）

決算特別委員会

人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進
事

業第
二
期
稲
美
町
地
域
振
興

商
品
券
事
業

令和３年度　各会計決算

基金の年度別現在高

（１万円未満切り捨て）

（１万円未満切り捨て）

※1万円未満を切り捨てており、合計が一致しない場合があります。

区　分

種　類

歳　入
一　般　会　計

財政調整基金

その他の基金

合　計

41億5,066万円

26億8,755万円

68億3,822万円

46億9,276万円

25億9,385万円

72億8,662万円

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護サービス

下 水 道
事業会計

特
別
会
計

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

水　　道
事業会計

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

歳　出

令和２年度末 令和３年度末

町債及び企業債の年度別現在高
（１万円未満切り捨て）

種　類
町　債

企業債

合　計

103億9,971万円

139億7,385万円

243億7,356万円

108億8,474万円

133億7,475万円

242億5,949万円

令和２年度末 令和３年度末

※水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、過年度
　分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分消費税及び地方消費
　税資本的収支調整額、建設改良積立金で補てんしました。

※下水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年
　度分損益勘定留保資金及び当年度分利益剰余金で補てんしました。

※1万円未満を切り捨てており、合計が一致しない場合があります。

 

　

３
年
度
の
納
税
件
数

と
前
年
度
か
ら
の
推
移
は
。

 

　

７
２
５
０
件
で
１
６

６
２
件
増
え
て
い
る
。

　
　

収
支
状
況
は
。

 

　

２
年
度
の
収
入
額
は

１
億
７
９
９
３
万
５
千
円
、

支
出
額
は
９
２
５
５
万
４

千
円
、
そ
こ
か
ら
住
民
税

控
除
額
を
差
し
引
い
て
、

町
の
収
支
は
約
３
５
８
０

万
円
と
な
っ
た
。

　
　

今
後
の
展
望
は
。

 

　

歳
入
の
確
保
だ
け
で

な
く
、
稲
美
町
を
全
国
に

周
知
で
き
る
よ
う
返
礼
品

の
充
実
な
ど
を
図
り
た
い
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
状
況
は
。

　
　

４
年
８
月
末
現
在
で
、

申
請
数
は
１
万
８
３
９
０

人
。
交
付
数
は
１
万
６
３

０
６
人
、
交
付
率
は
53
・

11
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

取
得
促
進
に
向
け
た

財
政
調
整
基
金
46
億
９
２
７
６
万
円
に

一
般
会
計
歳
出
総
額
１
３
６
億
３
７
４
３
万
円
を
認
定

３
年
度　

決
算

歳
　
出

〔
総
務
費
〕

主
な
質
疑

３
年
度
の
取
り
組
み
は
。

　
　

町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
納
付
通

知
へ
の
案
内
チ
ラ
シ
の
同

封
等
に
よ
り
周
知
し
た
。

ま
た
、
２
年
度
か
ら
住

民
課
に
専
用
窓
口
を
設
け
、

９
カ
所
の
町
公
共
施
設
で
、

期
間
限
定
の
出
張
窓
口
を

開
設
し
た
。

〔
民
生
費
〕

　
　

３
年
度
の
機
器
等
の

設
置
状
況
は
。

　
　

固
定
型
は
97
台
、
携

帯
型
は
２
台
、
３
年
度
か

ら
追
加
導
入
（
有
料
）
の

見
守
り
セ
ン
サ
ー
は
１
台
。

　
　

緊
急
通
報
や
健
康
相

談
の
件
数
は
。

　
　

通
報
ボ
タ
ン
に
よ
る

緊
急
通
報
は
７
件
（
う
ち

６
件
は
救
急
車
出
動
）、安

心
ボ
タ
ン
に
よ
る
健
康
相

談
は
15
件
、
見
守
り
セ
ン

サ
ー
に
よ
る
通
報
は
０
件
。

　
　

３
年
５
月
５
日
の
開

設
か
ら
４
年
３
月
末
ま
で

の
施
設
利
用
者
数
は
。

　
　

子
育
て
交
流
エ
リ
ア

は
延
べ
１
万
６
９
０
９
人
、

福
祉
会
館
エ
リ
ア
は
延
べ

３
２
１
３
人
。

　
　

子
育
て
世
代
対
象
の

教
室
等
の
開
催
状
況
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で

き
な
か
っ
た
期
間
も
あ
る

が
、
０
歳
児
の
保
護
者
対

象
の
勉
強
会
や
０
歳
児
か

ら
３
歳
児
ま
で
の
歳
児
ご

と
の
会
な
ど
83
回
開
催
し
、

延
べ
１
３
９
９
人
が
参
加

さ
れ
た
。

　
　

補
助
件
数
は
。

　
　

３
年
度
の
設
置
は
８

件
、
修
繕
は
２
件
。

　
　

当
初
の
見
込
み
件
数

よ
り
少
な
い
理
由
は
。

　
　

全
自
治
会
に
申
請
用

紙
を
送
付
し
、
申
請
が
な

い
場
合
は
再
通
知
な
ど
を

し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
自
治
会
行
事
な
ど
が
控

え
ら
れ
、
自
治
会
内
で
の

協
議
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
要
因
と
推
測
す
る
。

〔
衛
生
費
〕

問　

お
た
ふ
く
か
ぜ
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
任
意
予

防
接
種
助
成
に
、
３
年
度

か
ら
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷

風
）
ワ
ク
チ
ン
助
成
が
追

加
さ
れ
た
が
、
３
年
度
の

各
接
種
率
は
。

答　

お
た
ふ
く
か
ぜ
は

75
・
１
％
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
29
・
８
％
、
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
は
46
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

周
知
方
法
は
。

答　

町
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ア
プ
リ
な
ど
で

周
知
し
た
。

問　

３
年
11
月
か
ら
移
転

し
た
東
は
り
ま
夜
間
休
日

応
急
診
療
セ
ン
タ
ー
の
３

年
度
の
利
用
状
況
は
。

答　

二
市
二
町
全
体
で
、

夜
間
は
４
７
０
６
人
、
休

日
昼
間
は
２
３
９
７
人
の

計
７
１
０
３
人
が
利
用
し

た
。
そ
の
う
ち
稲
美
町
民

の
利
用
者
数
は
、
夜
間
は

２
３
４
人
、
休
日
昼
間
は

１
３
６
人
の
計
３
７
０
人
。

　
　

３
年
度
末
の
運
転
完

全
停
止
と
６
年
度
末
ま
で

の
完
全
撤
去
に
向
け
、
３

年
度
に
行
っ
た
業
務
は
。

　
　

施
設
閉
鎖
に
向
け
、

施
設
内
や
ピ
ッ
ト
内
の
清

掃
、
油
の
抜
き
取
り
作
業

な
ど
を
行
い
、
閉
鎖
業
務

委
託
料
が
適
正
か
ど
う
か

を
査
定
し
た
。

４
年
度
か
ら
の
解
体
撤

去
工
事
に
向
け
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
濃
度
の
測
定
調

査
や
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建

材
な
ど
の
分
析
調
査
を
行

い
、
工
事
の
発
注
仕
様
書

を
作
成
し
た
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕

問　

地
震
対
策
が
必
要
な

た
め
池
の
改
修
工
事
の
進

み
具
合
は
。

答　

３
年
度
は
、
河
原
山

池
の
工
事
に
着
手
し
た
。

今
後
、
入
ヶ
池
、
長
法

池
、
手
中
池
の
改
修
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

問　

７
年
度
ま
で
の
国
土

強
靱
化
５
カ
年
計
画
の
間

に
改
修
し
な
け
れ
ば
、
町

の
負
担
が
増
え
る
の
で
は
。

答　

国
が
、
13
年
度
ま
で

に
防
災
農
業
用
重
点
た
め

池
の
整
備
を
進
め
よ
う
と

す
る
特
別
措
置
法
を
施
行

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
県

は
県
内
の
た
め
池
に
優
先

順
位
を
つ
け
て
10
カ
年
整

備
計
画
を
作
成
し
て
い
る

が
、
県
内
に
は
た
め
池
が

多
数
あ
る
た
め
、
稲
美
町

と
し
て
は
少
し
ず
つ
で
も

改
修
を
進
め
よ
う
と
、
耐

震
対
策
計
画
を
毎
年
１
カ

所
ず
つ
提
出
し
て
い
る
。

問　

年
齢
要
件
が
49
歳
ま

で
拡
大
さ
れ
た
が
、
投
資

資
金
を
交
付
し
た
新
規
就

農
者
数
と
年
齢
構
成
は
。

答　

３
年
度
は
７
人
に
交

付
し
、
そ
の
う
ち
20
歳
台

は
１
人
、
30
歳
台
か
ら
40

歳
台
は
６
人
と
な
っ
て
い

る
。

問　

新
規
就
農
者
は
、
自

分
で
土
地
を
所
有
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答　

農
地
中
間
管
理
機
構

（
農
地
バ
ン
ク
）
を
通
じ

て
借
り
て
も
よ
い
。

〔
商
工
費
〕

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
町
内
小
規

模
事
業
者
の
支
援
と
消
費

喚
起
の
た
め
発
行
し
た
地

域
振
興
商
品
券
（
住
民
一

人
当
た
り
５
千
円
分
）
の

３
年
度
の
利
用
実
績
は
。

　
　

登
録
の
１
９
６
店
舗

中
、
１
１
８
店
舗
で
、
１

億
４
７
５
７
万
７
５
０
０

決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
16
日
、
21
日
、
22
日
、
26
日
の
４
日
間
開
催
さ
れ
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
一
般
会
計
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問答

問 問答

問問 答

答

問答

問答

問

問

答答 問

答

問答問答 答

問問 答 問

答

答 問

答 問答 問

答 問

答 問 答

146億6,240万円

36億　  22万円

4億9,643万円

23億7,192万円

2,756万円

6億4,922万円

1億5,099万円

13億6,385万円

4億8,422万円

136億3,743万円

36億　  22万円

4億8,851万円

22億9,429万円

2,756万円

5億　206万円

4億9,098万円

11億2,130万円

11億6,800万円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム

管
理
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
管
理

運
営
事
業

子
育
て
交
流
施
設
運
営
事

業

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
等
補
助

事
業

任
意
予
防
接
種
助
成
事
業

一
次
救
急
医
療
定
点
化
事

業清
掃
セ
ン
タ
ー
閉
鎖
等
事

業

地
震
対
策
た
め
池
防
災
事

業

か
わ
ら  

や
ま

な
が
の
り

て 

な
か

き
ょ
う
じ
ん

に
ゅ
う
が

218715_つーえむ_稲美町議会だより_いなみNo166_P04-05
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2歳児3歳児の会（いなみっこ広場）

決算特別委員会

人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進
事

業第
二
期
稲
美
町
地
域
振
興

商
品
券
事
業

令和３年度　各会計決算

基金の年度別現在高

（１万円未満切り捨て）

（１万円未満切り捨て）

※1万円未満を切り捨てており、合計が一致しない場合があります。

区　分

種　類

歳　入
一　般　会　計

財政調整基金

その他の基金

合　計

41億5,066万円

26億8,755万円

68億3,822万円

46億9,276万円

25億9,385万円

72億8,662万円

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護サービス

下 水 道
事業会計

特
別
会
計

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

水　　道
事業会計

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

歳　出

令和２年度末 令和３年度末

町債及び企業債の年度別現在高
（１万円未満切り捨て）

種　類
町　債

企業債

合　計

103億9,971万円

139億7,385万円

243億7,356万円

108億8,474万円

133億7,475万円

242億5,949万円

令和２年度末 令和３年度末

※水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、過年度
　分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分消費税及び地方消費
　税資本的収支調整額、建設改良積立金で補てんしました。

※下水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年
　度分損益勘定留保資金及び当年度分利益剰余金で補てんしました。

※1万円未満を切り捨てており、合計が一致しない場合があります。

 

　

３
年
度
の
納
税
件
数

と
前
年
度
か
ら
の
推
移
は
。

 

　

７
２
５
０
件
で
１
６

６
２
件
増
え
て
い
る
。

　
　

収
支
状
況
は
。

 

　

２
年
度
の
収
入
額
は

１
億
７
９
９
３
万
５
千
円
、

支
出
額
は
９
２
５
５
万
４

千
円
、
そ
こ
か
ら
住
民
税

控
除
額
を
差
し
引
い
て
、

町
の
収
支
は
約
３
５
８
０

万
円
と
な
っ
た
。

　
　

今
後
の
展
望
は
。

 

　

歳
入
の
確
保
だ
け
で

な
く
、
稲
美
町
を
全
国
に

周
知
で
き
る
よ
う
返
礼
品

の
充
実
な
ど
を
図
り
た
い
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
状
況
は
。

　
　

４
年
８
月
末
現
在
で
、

申
請
数
は
１
万
８
３
９
０

人
。
交
付
数
は
１
万
６
３

０
６
人
、
交
付
率
は
53
・

11
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

取
得
促
進
に
向
け
た

財
政
調
整
基
金
46
億
９
２
７
６
万
円
に

一
般
会
計
歳
出
総
額
１
３
６
億
３
７
４
３
万
円
を
認
定

３
年
度　

決
算

歳
　
出

〔
総
務
費
〕

主
な
質
疑

３
年
度
の
取
り
組
み
は
。

　
　

町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
納
付
通

知
へ
の
案
内
チ
ラ
シ
の
同

封
等
に
よ
り
周
知
し
た
。

ま
た
、
２
年
度
か
ら
住

民
課
に
専
用
窓
口
を
設
け
、

９
カ
所
の
町
公
共
施
設
で
、

期
間
限
定
の
出
張
窓
口
を

開
設
し
た
。

〔
民
生
費
〕

　
　

３
年
度
の
機
器
等
の

設
置
状
況
は
。

　
　

固
定
型
は
97
台
、
携

帯
型
は
２
台
、
３
年
度
か

ら
追
加
導
入
（
有
料
）
の

見
守
り
セ
ン
サ
ー
は
１
台
。

　
　

緊
急
通
報
や
健
康
相

談
の
件
数
は
。

　
　

通
報
ボ
タ
ン
に
よ
る

緊
急
通
報
は
７
件
（
う
ち

６
件
は
救
急
車
出
動
）、安

心
ボ
タ
ン
に
よ
る
健
康
相

談
は
15
件
、
見
守
り
セ
ン

サ
ー
に
よ
る
通
報
は
０
件
。

　
　

３
年
５
月
５
日
の
開

設
か
ら
４
年
３
月
末
ま
で

の
施
設
利
用
者
数
は
。

　
　

子
育
て
交
流
エ
リ
ア

は
延
べ
１
万
６
９
０
９
人
、

福
祉
会
館
エ
リ
ア
は
延
べ

３
２
１
３
人
。

　
　

子
育
て
世
代
対
象
の

教
室
等
の
開
催
状
況
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で

き
な
か
っ
た
期
間
も
あ
る

が
、
０
歳
児
の
保
護
者
対

象
の
勉
強
会
や
０
歳
児
か

ら
３
歳
児
ま
で
の
歳
児
ご

と
の
会
な
ど
83
回
開
催
し
、

延
べ
１
３
９
９
人
が
参
加

さ
れ
た
。

　
　

補
助
件
数
は
。

　
　

３
年
度
の
設
置
は
８

件
、
修
繕
は
２
件
。

　
　

当
初
の
見
込
み
件
数

よ
り
少
な
い
理
由
は
。

　
　

全
自
治
会
に
申
請
用

紙
を
送
付
し
、
申
請
が
な

い
場
合
は
再
通
知
な
ど
を

し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
自
治
会
行
事
な
ど
が
控

え
ら
れ
、
自
治
会
内
で
の

協
議
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
要
因
と
推
測
す
る
。

〔
衛
生
費
〕

問　

お
た
ふ
く
か
ぜ
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
任
意
予

防
接
種
助
成
に
、
３
年
度

か
ら
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷

風
）
ワ
ク
チ
ン
助
成
が
追

加
さ
れ
た
が
、
３
年
度
の

各
接
種
率
は
。

答　

お
た
ふ
く
か
ぜ
は

75
・
１
％
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
29
・
８
％
、
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
は
46
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

周
知
方
法
は
。

答　

町
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ア
プ
リ
な
ど
で

周
知
し
た
。

問　

３
年
11
月
か
ら
移
転

し
た
東
は
り
ま
夜
間
休
日

応
急
診
療
セ
ン
タ
ー
の
３

年
度
の
利
用
状
況
は
。

答　

二
市
二
町
全
体
で
、

夜
間
は
４
７
０
６
人
、
休

日
昼
間
は
２
３
９
７
人
の

計
７
１
０
３
人
が
利
用
し

た
。
そ
の
う
ち
稲
美
町
民

の
利
用
者
数
は
、
夜
間
は

２
３
４
人
、
休
日
昼
間
は

１
３
６
人
の
計
３
７
０
人
。

　
　

３
年
度
末
の
運
転
完

全
停
止
と
６
年
度
末
ま
で

の
完
全
撤
去
に
向
け
、
３

年
度
に
行
っ
た
業
務
は
。

　
　

施
設
閉
鎖
に
向
け
、

施
設
内
や
ピ
ッ
ト
内
の
清

掃
、
油
の
抜
き
取
り
作
業

な
ど
を
行
い
、
閉
鎖
業
務

委
託
料
が
適
正
か
ど
う
か

を
査
定
し
た
。

４
年
度
か
ら
の
解
体
撤

去
工
事
に
向
け
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
濃
度
の
測
定
調

査
や
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建

材
な
ど
の
分
析
調
査
を
行

い
、
工
事
の
発
注
仕
様
書

を
作
成
し
た
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕

問　

地
震
対
策
が
必
要
な

た
め
池
の
改
修
工
事
の
進

み
具
合
は
。

答　

３
年
度
は
、
河
原
山

池
の
工
事
に
着
手
し
た
。

今
後
、
入
ヶ
池
、
長
法

池
、
手
中
池
の
改
修
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

問　

７
年
度
ま
で
の
国
土

強
靱
化
５
カ
年
計
画
の
間

に
改
修
し
な
け
れ
ば
、
町

の
負
担
が
増
え
る
の
で
は
。

答　

国
が
、
13
年
度
ま
で

に
防
災
農
業
用
重
点
た
め

池
の
整
備
を
進
め
よ
う
と

す
る
特
別
措
置
法
を
施
行

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
県

は
県
内
の
た
め
池
に
優
先

順
位
を
つ
け
て
10
カ
年
整

備
計
画
を
作
成
し
て
い
る

が
、
県
内
に
は
た
め
池
が

多
数
あ
る
た
め
、
稲
美
町

と
し
て
は
少
し
ず
つ
で
も

改
修
を
進
め
よ
う
と
、
耐

震
対
策
計
画
を
毎
年
１
カ

所
ず
つ
提
出
し
て
い
る
。

問　

年
齢
要
件
が
49
歳
ま

で
拡
大
さ
れ
た
が
、
投
資

資
金
を
交
付
し
た
新
規
就

農
者
数
と
年
齢
構
成
は
。

答　

３
年
度
は
７
人
に
交

付
し
、
そ
の
う
ち
20
歳
台

は
１
人
、
30
歳
台
か
ら
40

歳
台
は
６
人
と
な
っ
て
い

る
。

問　

新
規
就
農
者
は
、
自

分
で
土
地
を
所
有
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答　

農
地
中
間
管
理
機
構

（
農
地
バ
ン
ク
）
を
通
じ

て
借
り
て
も
よ
い
。

〔
商
工
費
〕

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
町
内
小
規

模
事
業
者
の
支
援
と
消
費

喚
起
の
た
め
発
行
し
た
地

域
振
興
商
品
券
（
住
民
一

人
当
た
り
５
千
円
分
）
の

３
年
度
の
利
用
実
績
は
。

　
　

登
録
の
１
９
６
店
舗

中
、
１
１
８
店
舗
で
、
１

億
４
７
５
７
万
７
５
０
０

決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
16
日
、
21
日
、
22
日
、
26
日
の
４
日
間
開
催
さ
れ
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
一
般
会
計
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問答

問 問答

問問 答

答

問答

問答

問

問

答答 問

答

問答問答 答

問問 答 問

答

答 問

答 問答 問

答 問

答 問 答

146億6,240万円

36億　  22万円

4億9,643万円

23億7,192万円

2,756万円

6億4,922万円

1億5,099万円

13億6,385万円

4億8,422万円

136億3,743万円

36億　  22万円

4億8,851万円

22億9,429万円

2,756万円

5億　206万円

4億9,098万円

11億2,130万円

11億6,800万円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム

管
理
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
管
理

運
営
事
業

子
育
て
交
流
施
設
運
営
事

業

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
等
補
助

事
業

任
意
予
防
接
種
助
成
事
業

一
次
救
急
医
療
定
点
化
事

業清
掃
セ
ン
タ
ー
閉
鎖
等
事

業

地
震
対
策
た
め
池
防
災
事

業

か
わ
ら  

や
ま

な
が
の
り

て 

な
か

き
ょ
う
じ
ん

に
ゅ
う
が
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高木は4m以下に（町道559号線の街路樹）

加古放課後児童クラブ

円
の
商
品
券
が
使
わ
れ
、

特
に
飲
食
店
で
の
利
用
が

多
か
っ
た
。

　
　

町
内
の
農
業
体
験
や

工
場
見
学
、
観
光
な
ど
が

で
き
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参

加
状
況
は
。

　
　

３
日
間
で
計
70
人
の

参
加
が
あ
り
、
神
戸
市
や

明
石
市
か
ら
の
参
加
者
が

多
か
っ
た
。

〔
土
木
費
〕

　
　

平
成
30
年
度
の
点
検

で
Ｃ
ラ
ン
ク
「
重
度
の
破

損
あ
り
」
と
判
定
さ
れ
た

２
５
３
基
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
は
、
元
年
度
か
ら
５
カ

年
計
画
で
修
繕
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
３
年
度
の
修

繕
状
況
及
び
新
設
状
況
は
。

　
　

Ｃ
ラ
ン
ク
判
定
の
も

の
を
元
年
度
か
ら
毎
年
50

基
ず
つ
確
認
し
、
そ
の
う

ち
修
繕
が
必
要
と
判
断
し

修
繕
し
た
の
は
27
基
。
こ

れ
以
外
に
必
要
性
が
生
じ

て
修
繕
し
た
の
は
６
基
。

ま
た
、
11
基
を
新
設
し
た
。

　
　

街
路
樹
の
高
木
の
剪

定
基
準
は
。

　
　

剪
定
作
業
が
し
や
す

く
、
ま
た
、
電
線
に
か
か

ら
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ

け
４
㍍
以
下
に
な
る
よ
う

剪
定
し
た
。
４
年
度
以
降

も
計
画
的
に
行
う
。

〔
消
防
費
〕

　
　

災
害
時
に
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
の
避
難
行
動

要
支
援
者
が
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
で
き
る
よ
う
、
事
前

の
作
成
が
必
要
な
個
別
避

難
計
画
は
、
３
年
度
は
ど

の
よ
う
に
進
め
た
の
か
。

　
　

作
成
に
あ
た
り
、
要

支
援
者
と
そ
の
支
援
者
が

一
堂
に
会
す
必
要
が
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
。

４
年
度
は
、
７
月
に
町

の
防
災
部
局
と
福
祉
部
局

で
連
絡
会
を
実
施
し
、
福

祉
部
局
か
ら
要
支
援
者
の

支
援
機
関
や
担
当
者
に
計

画
作
成
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
た
め
、
少
し
は
前

進
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

〔
教
育
費
〕

　
　

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専
門

知
識
を
有
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
は
配
置
し
た
の
か
。

　
　

４
年
度
か
ら
１
人
配

置
し
て
い
る
。

　
　

児
童
生
徒
に
貸
与
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
故

障
し
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　

通
信
や
キ
ー
ボ
ー
ド

な
ど
の
不
良
が
あ
り
修
理

し
た
が
、
補
償
の
範
囲
で

対
応
し
て
い
る
。

　
　

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」
は
、
中
学

校
区
に
１
台
ず
つ
の
み
の

配
置
だ
が
、
十
分
か
。

　
　

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
は
、

小
中
学
校
を
巡
回
し
て
使

用
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
含
む
教
材
は
児

童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
ウ
ェ
ブ
上
に
あ
り
、

そ
こ
で
事
前
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
準
備
し
、
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が
来
た
ら
送
信

し
て
活
用
し
て
い
る
の
で
、

２
台
で
十
分
賄
え
て
い
る
。

問答

問答

問答

問答

答 問

答

答

問問

監査委員の意見（抜粋）

監査委員 小西　　昇
 　 〃 　  大路　　恒

歳入面では、今後も安定した財源である町税
の徴収を堅持しながら、国及び県からの補助金
や交付金等を活用し、積極的に財源の確保に努
められたい。

歳出面では、3年度に幼稚園園舎の改築事業
や小中学校及び公共施設のトイレ改造事業が完
了したものの、今後は、清掃センター解体撤去
事業やこども医療費助成事業などの大型事業を
控えていることに加え、新型コロナウイルス感
染症対策に伴う負担が増すことも懸念される。
今後の財政運営にあたっては、社会経済情勢の
変化と住民ニーズを的確に把握し、最小の経費
で最大の効果が得られるよう行財政改革を継続
して推進するとともに、長期にわたり使用する
公共施設や社会資本整備に対しては、できるだ
け一般財源財政調整基金よりも町債を利用して
負担の平準化を図り、安定した行財政運営を望
むものである。

稲
美
町
Ｐ
Ｒ
バ
ス
ツ
ア
ー

事
業

交
通
安
全
施
設
維
持
管
理

事
業

全
町
公
園
化
推
進
事
業

災
害
対
策
活
動
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
学
校
支
援

事
業

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
支

援
事
業

改
正
さ
れ
た
条
例

○
稲
美
町
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
の
一
部
改

正
町
政
が
町
民
の
厳
粛
な

信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
負

託
に
応
え
る
た
め
に
、
町

議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に

関
す
る
規
律
の
基
本
事
項

を
定
め
た
こ
の
条
例
は
、

平
成
19
年
の
改
正
か
ら
数

十
年
が
経
過
し
、
現
状
に

即
し
て
い
な
い
た
め
、
一

部
を
改
正
し
ま
す
。

改
正
に
あ
た
っ
て
、
議

会
運
営
委
員
会
及
び
全
員

協
議
会
で
協
議
・
審
議
を

重
ね
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

こ
の
条
例
に
規
定
す
る

政
治
倫
理
基
準
に
違
反
す

る
疑
い
が
あ
る
と
し
た
議

員
の
審
査
請
求
書
が
議
長

に
提
出
さ
れ
た
場
合
、
議

会
に
政
治
倫
理
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
会
議

に
諮
り
委
員
会
に
付
託
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
が
審
査

等
を
終
え
た
と
き
は
、
議

長
は
委
員
会
の
審
査
等
の

結
果
を
会
議
に
諮
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

〈
反
対
〉　

木
村　

圭
二

ウ
ソ
の
政
治
倫
理
調
査

請
求
に
対
し
て
罰
則
を
設

け
る
必
要
が
あ
る
。
当
議

会
で
は
ウ
ソ
が
通
る
可
能

性
が
あ
る
。

〈
賛
成
〉　

大
路　
　

恒

現
行
の
政
治
倫
理
条
例

は
、
会
派
中
心
の
運
用
に

な
っ
て
お
り
、
現
状
に
即

し
て
い
な
い
。
改
正
に
値

す
る
。

〈
賛
成
〉　

山
田　

立
美

議
員
が
町
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
、
そ
の
品
位

と
名
誉
を
損
な
わ
な
い
よ

う
に
条
例
を
改
正
し
て
い

る
の
で
、
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　

辻
元　

誠
志

政
治
倫
理
条
例
の
趣
旨

は
、
議
員
が
政
治
倫
理
を

守
る
と
と
も
に
道
義
的
責

任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
罰
則
の
定
め
が
な
い
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

（
賛
成
12
、
反
対
１
）

○
稲
美
町
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

稲
美
町
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
小
学
校
休
業
日
の

利
用
は
、
現
行
で
は
午
前

８
時
か
ら
が
開
所
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
５
年

度
か
ら
は
開
所
時
間
前
に

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
前

８
時
ま
で
の
延
長
開
所
時

間
を
設
け
、
希
望
者
は
申

し
込
み
の
う
え
、
午
前
７

時
30
分
か
ら
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

主
な
質
疑

　
　

午
前
７
時
30
分
か
ら

利
用
可
能
と
し
た
理
由
は
。

　
　

過
去
に
実
施
し
た
子

ど
も
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト

で
の
住
民
の
声
や
、
議
員

か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た
た

め
、
新
し
い
指
定
管
理
期

間
と
な
る
機
会
に
条
件
を

追
加
し
た
。

〈
反
対
〉　

山
口　
　

守

朝
の
延
長
を
30
分
と
す

る
明
確
な
説
明
が
な
い
。

負
担
が
増
す
支
援
員
と
協

議
し
、
12
月
ま
た
は
３
月

議
会
で
提
案
す
べ
き
。

〈
賛
成
〉　

大
路　
　

恒

保
護
者
の
願
い
を
反
映

さ
せ
、
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
の
で
、
賛
成
す

る
。

〈
反
対
〉　

山
田　

立
美

勤
務
態
様
の
変
更
を
伴

う
条
例
改
正
な
の
に
現
場

で
働
く
支
援
員
の
人
た
ち

と
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ

て
い
な
い
の
で
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

木
村　

圭
二

天
満
小
学
校
区
で
学
童

保
育
を
開
設
し
て
か
ら
31

年
に
な
る
。

30
分
間
の
延
長
は
、
要

望
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

　

（
賛
成
10
、
反
対
２
、

　

退
席
１
）

稲
美
町
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
（
全
８
施
設
）
の

指
定
管
理
を
行
う
指
定
管

理
者
の
指
定
期
間
が
、
５

年
３
月
31
日
で
満
了
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
次
期
指
定

管
理
者
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
キ
ャ
レ
オ
ス
株
式
会

社
か
ら
応
募
が
あ
り
、
こ

の
候
補
者
を
指
定
管
理
者

と
す
る
こ
と
に
議
決
を
求

め
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

指
定
期
間

５
年
４
月
１
日
か
ら

10
年
３
月
31
日
ま
で

主
な
質
疑

　
　

指
定
管
理
者
の
本
社

所
在
地
は
広
島
県
だ
が
、

問
題
が
発
生
し
た
場
合
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　

稲
美
町
に
、
事
業
責

任
者
１
人
、
現
場
の
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
２
人
配

置
す
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
対
応
で
き
る
と
考
え

る
。＝

全
会
一
致　

可
決
＝

問答

問答

稲
美
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　 

指 

定 

管 
理 
者 
決 

定

こ
う
ぼ
く

せ
ん

て
い

じ
ん
そ
く
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加古放課後児童クラブ

円
の
商
品
券
が
使
わ
れ
、

特
に
飲
食
店
で
の
利
用
が

多
か
っ
た
。

　
　

町
内
の
農
業
体
験
や

工
場
見
学
、
観
光
な
ど
が

で
き
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参

加
状
況
は
。

　
　

３
日
間
で
計
70
人
の

参
加
が
あ
り
、
神
戸
市
や

明
石
市
か
ら
の
参
加
者
が

多
か
っ
た
。

〔
土
木
費
〕

　
　

平
成
30
年
度
の
点
検

で
Ｃ
ラ
ン
ク
「
重
度
の
破

損
あ
り
」
と
判
定
さ
れ
た

２
５
３
基
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
は
、
元
年
度
か
ら
５
カ

年
計
画
で
修
繕
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
３
年
度
の
修

繕
状
況
及
び
新
設
状
況
は
。

　
　

Ｃ
ラ
ン
ク
判
定
の
も

の
を
元
年
度
か
ら
毎
年
50

基
ず
つ
確
認
し
、
そ
の
う

ち
修
繕
が
必
要
と
判
断
し

修
繕
し
た
の
は
27
基
。
こ

れ
以
外
に
必
要
性
が
生
じ

て
修
繕
し
た
の
は
６
基
。

ま
た
、
11
基
を
新
設
し
た
。

　
　

街
路
樹
の
高
木
の
剪

定
基
準
は
。

　
　

剪
定
作
業
が
し
や
す

く
、
ま
た
、
電
線
に
か
か

ら
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ

け
４
㍍
以
下
に
な
る
よ
う

剪
定
し
た
。
４
年
度
以
降

も
計
画
的
に
行
う
。

〔
消
防
費
〕

　
　

災
害
時
に
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
の
避
難
行
動

要
支
援
者
が
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
で
き
る
よ
う
、
事
前

の
作
成
が
必
要
な
個
別
避

難
計
画
は
、
３
年
度
は
ど

の
よ
う
に
進
め
た
の
か
。

　
　

作
成
に
あ
た
り
、
要

支
援
者
と
そ
の
支
援
者
が

一
堂
に
会
す
必
要
が
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
。

４
年
度
は
、
７
月
に
町

の
防
災
部
局
と
福
祉
部
局

で
連
絡
会
を
実
施
し
、
福

祉
部
局
か
ら
要
支
援
者
の

支
援
機
関
や
担
当
者
に
計

画
作
成
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
た
め
、
少
し
は
前

進
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

〔
教
育
費
〕

　
　

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専
門

知
識
を
有
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
は
配
置
し
た
の
か
。

　
　

４
年
度
か
ら
１
人
配

置
し
て
い
る
。

　
　

児
童
生
徒
に
貸
与
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
故

障
し
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　

通
信
や
キ
ー
ボ
ー
ド

な
ど
の
不
良
が
あ
り
修
理

し
た
が
、
補
償
の
範
囲
で

対
応
し
て
い
る
。

　
　

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」
は
、
中
学

校
区
に
１
台
ず
つ
の
み
の

配
置
だ
が
、
十
分
か
。

　
　

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
は
、

小
中
学
校
を
巡
回
し
て
使

用
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
含
む
教
材
は
児

童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
ウ
ェ
ブ
上
に
あ
り
、

そ
こ
で
事
前
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
準
備
し
、
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が
来
た
ら
送
信

し
て
活
用
し
て
い
る
の
で
、

２
台
で
十
分
賄
え
て
い
る
。

問答

問答

問答

問答

答 問

答

答

問問

監査委員の意見（抜粋）

監査委員 小西　　昇
 　 〃 　  大路　　恒

歳入面では、今後も安定した財源である町税
の徴収を堅持しながら、国及び県からの補助金
や交付金等を活用し、積極的に財源の確保に努
められたい。

歳出面では、3年度に幼稚園園舎の改築事業
や小中学校及び公共施設のトイレ改造事業が完
了したものの、今後は、清掃センター解体撤去
事業やこども医療費助成事業などの大型事業を
控えていることに加え、新型コロナウイルス感
染症対策に伴う負担が増すことも懸念される。
今後の財政運営にあたっては、社会経済情勢の
変化と住民ニーズを的確に把握し、最小の経費
で最大の効果が得られるよう行財政改革を継続
して推進するとともに、長期にわたり使用する
公共施設や社会資本整備に対しては、できるだ
け一般財源財政調整基金よりも町債を利用して
負担の平準化を図り、安定した行財政運営を望
むものである。

稲
美
町
Ｐ
Ｒ
バ
ス
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ア
ー

事
業

交
通
安
全
施
設
維
持
管
理

事
業

全
町
公
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化
推
進
事
業

災
害
対
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活
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Ｃ
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利
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用
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援
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援
事
業

改
正
さ
れ
た
条
例

○
稲
美
町
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
の
一
部
改

正
町
政
が
町
民
の
厳
粛
な

信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
負

託
に
応
え
る
た
め
に
、
町

議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に

関
す
る
規
律
の
基
本
事
項

を
定
め
た
こ
の
条
例
は
、

平
成
19
年
の
改
正
か
ら
数

十
年
が
経
過
し
、
現
状
に

即
し
て
い
な
い
た
め
、
一

部
を
改
正
し
ま
す
。

改
正
に
あ
た
っ
て
、
議

会
運
営
委
員
会
及
び
全
員

協
議
会
で
協
議
・
審
議
を

重
ね
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

こ
の
条
例
に
規
定
す
る

政
治
倫
理
基
準
に
違
反
す

る
疑
い
が
あ
る
と
し
た
議

員
の
審
査
請
求
書
が
議
長

に
提
出
さ
れ
た
場
合
、
議

会
に
政
治
倫
理
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
会
議

に
諮
り
委
員
会
に
付
託
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
が
審
査

等
を
終
え
た
と
き
は
、
議

長
は
委
員
会
の
審
査
等
の

結
果
を
会
議
に
諮
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

〈
反
対
〉　

木
村　

圭
二

ウ
ソ
の
政
治
倫
理
調
査

請
求
に
対
し
て
罰
則
を
設

け
る
必
要
が
あ
る
。
当
議

会
で
は
ウ
ソ
が
通
る
可
能

性
が
あ
る
。

〈
賛
成
〉　

大
路　
　

恒

現
行
の
政
治
倫
理
条
例

は
、
会
派
中
心
の
運
用
に

な
っ
て
お
り
、
現
状
に
即

し
て
い
な
い
。
改
正
に
値

す
る
。

〈
賛
成
〉　

山
田　

立
美

議
員
が
町
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
、
そ
の
品
位

と
名
誉
を
損
な
わ
な
い
よ

う
に
条
例
を
改
正
し
て
い

る
の
で
、
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　

辻
元　

誠
志

政
治
倫
理
条
例
の
趣
旨

は
、
議
員
が
政
治
倫
理
を

守
る
と
と
も
に
道
義
的
責

任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
罰
則
の
定
め
が
な
い
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

（
賛
成
12
、
反
対
１
）

○
稲
美
町
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

稲
美
町
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
小
学
校
休
業
日
の

利
用
は
、
現
行
で
は
午
前

８
時
か
ら
が
開
所
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
５
年

度
か
ら
は
開
所
時
間
前
に

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
前

８
時
ま
で
の
延
長
開
所
時

間
を
設
け
、
希
望
者
は
申

し
込
み
の
う
え
、
午
前
７

時
30
分
か
ら
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

主
な
質
疑

　
　

午
前
７
時
30
分
か
ら

利
用
可
能
と
し
た
理
由
は
。

　
　

過
去
に
実
施
し
た
子

ど
も
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト

で
の
住
民
の
声
や
、
議
員

か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た
た

め
、
新
し
い
指
定
管
理
期

間
と
な
る
機
会
に
条
件
を

追
加
し
た
。

〈
反
対
〉　

山
口　
　

守

朝
の
延
長
を
30
分
と
す

る
明
確
な
説
明
が
な
い
。

負
担
が
増
す
支
援
員
と
協

議
し
、
12
月
ま
た
は
３
月

議
会
で
提
案
す
べ
き
。

〈
賛
成
〉　

大
路　
　

恒

保
護
者
の
願
い
を
反
映

さ
せ
、
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
の
で
、
賛
成
す

る
。

〈
反
対
〉　

山
田　

立
美

勤
務
態
様
の
変
更
を
伴

う
条
例
改
正
な
の
に
現
場

で
働
く
支
援
員
の
人
た
ち

と
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ

て
い
な
い
の
で
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

木
村　

圭
二

天
満
小
学
校
区
で
学
童

保
育
を
開
設
し
て
か
ら
31

年
に
な
る
。

30
分
間
の
延
長
は
、
要

望
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

　

（
賛
成
10
、
反
対
２
、

　

退
席
１
）

稲
美
町
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
（
全
８
施
設
）
の

指
定
管
理
を
行
う
指
定
管

理
者
の
指
定
期
間
が
、
５

年
３
月
31
日
で
満
了
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
次
期
指
定

管
理
者
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
キ
ャ
レ
オ
ス
株
式
会

社
か
ら
応
募
が
あ
り
、
こ

の
候
補
者
を
指
定
管
理
者

と
す
る
こ
と
に
議
決
を
求

め
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

指
定
期
間

５
年
４
月
１
日
か
ら

10
年
３
月
31
日
ま
で

主
な
質
疑

　
　

指
定
管
理
者
の
本
社

所
在
地
は
広
島
県
だ
が
、

問
題
が
発
生
し
た
場
合
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　

稲
美
町
に
、
事
業
責

任
者
１
人
、
現
場
の
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
２
人
配

置
す
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
対
応
で
き
る
と
考
え

る
。＝

全
会
一
致　

可
決
＝

問答

問答

稲
美
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　 

指 

定 

管 

理 

者 

決 

定

こ
う
ぼ
く

せ
ん

て
い

じ
ん
そ
く
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〈
反
対
〉　

大
路　
　

恒

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
国
民
の
世
代
間
の
対

立
と
分
断
を
あ
お
る
構
図

に
な
っ
て
い
る
。
国
庫
負

担
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄

10
月
か
ら
２
割
負
担
が

追
加
に
な
り
、
国
民
皆
保

険
の
維
持
の
た
め
と
判
断

す
る
。
本
決
算
は
適
切
な

執
行
で
あ
り
賛
成
と
す
る
。

〈
賛
成
〉　

山
田　

立
美

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
運
営
し
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
が
加
入
し
て

世
代
間
や
世
代
内
格
差
を

是
正
す
る
の
で
賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　

認
定
＝

（
賛
成
11
、
反
対
２
）

９
月
の
本
会
議
で
、
池

田
博
美
議
員
か
ら
山
田
立

美
議
員
に
対
す
る
議
員
辞

職
勧
告
決
議
案
が
、
次
の

理
由
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

①　

調
査
会
報
告
と
偽
り
、

４
人
の
委
員
を
誹
謗
中
傷

す
る
ビ
ラ
を
匿
名
で
多
数

の
住
民
宅
に
配
布
し
、
３

年
12
月
定
例
会
で
「
山
田

議
員
の
議
員
辞
職
勧
告
に

関
す
る
決
議
案
」
が
提
出

さ
れ
、
賛
否
同
数
で
議
長

裁
決
に
よ
り
否
決
に
な
っ

た
も
の
の
、
反
省
す
る
こ

と
な
く
、「
公
平
公
正
な
機

能
が
保
た
れ
て
い
な
い
」

な
ど
と
調
査
会
を
貶
め
る

発
言
を
続
け
て
い
る
。

②　

山
田
議
員
が
告
訴
し

た
案
件
は
「
不
起
訴
」
と

決
定
さ
れ
、
司
法
判
断
と

調
査
会
結
果
が
同
様
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
誹

謗
中
傷
に
よ
り
４
委
員
の

社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
、

議
会
の
混
乱
と
住
民
不
信

を
招
い
た
こ
と
は
、
議
員

職
務
を
逸
脱
し
て
い
る
。

〈
反
対
〉　

山
口　
　

守

議
員
辞
職
勧
告
に
値
す

る
事
案
で
は
な
い
と
考
え
、

反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

辻
元　

誠
志

山
田
議
員
の
発
言
は
責

任
が
あ
り
、
弁
明
は
違
法

と
責
任
が
な
い
事
由
を
証

明
す
る
た
め
に
あ
る
。
侮

辱
発
言
は
許
さ
れ
な
い
。

〈
反
対
〉　

大
路　
　

恒

議
員
の
身
分
に
関
わ
る

辞
職
勧
告
を
行
う
こ
と
は
、

よ
り
慎
重
に
、
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ

て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

河
田
公
利
助

故
意
に
事
実
を
ゆ
が
め
、

匿
名
で
他
の
議
員
を
中
傷

す
る
ビ
ラ
を
町
内
の
広
範

囲
に
頒
布
す
る
行
為
は
、

到
底
許
容
で
き
な
い
。

〈
反
対
〉　

樋
口　

瑞
佳

池
田
博
美
議
員
の
決
議

案
の
内
容
を
検
証
し
た
結

果
、
時
系
列
に
考
え
て
お

か
し
な
点
が
あ
る
。
よ
っ

て
反
対
と
す
る
。

〈
賛
成
〉　

長
谷
川
和
重

山
田
立
美
議
員
の
言
動

は
、
住
民
に
不
信
を
招
き

反
省
が
な
い
。
議
会
の
名

誉
、
刷
新
と
浄
化
へ
の
責

任
に
基
づ
き
賛
成
。

〈
賛
成
〉　

木
村　

圭
二

ウ
ソ
で
政
治
倫
理
調
査

請
求
を
し
て
、
そ
れ
を
検

察
庁
ま
で
持
ち
込
ん
だ
。

議
員
の
自
覚
も
な
く
、
法

令
順
守
の
欠
片
も
な
い
。

＝
賛
否
同
数
の
た
め
、
議

長
裁
決
に
よ
り
否
決
＝

　

（
賛
成
６
、
反
対
６
、

　

除
斥
１
）

正副議長・委員会構成 決まる

常
　
任
　
委
　
員
　
会

財務、経営など
を監査する。

山口　　守

議会選出
監査委員

総
務
福
祉
文
教

企画、財政、税務、福祉、教育などを調査・
審査する。

大
山
　
和
明

木
村
　
圭
二

池
田
　
博
美

池
田
い
つ
子

山
口
　
　
守

副
委
員
長

樋
口
　
瑞
佳

委
員
長

関
灘
　
真
澄

議
会
広
報

「議会だより」の編集・発行をする。

山
田
　
立
美

木
村
　
圭
二

大
路
　
　
恒

長
谷
川
和
重

副
委
員
長

池
田
　
博
美

委
員
長

山
口
　
　
守

議
会
運
営
委
員
会

議会運営に関することなどを調査・審査
する。

生
活
産
業
建
設

大
路
　
　
恒

辻
元
　
誠
志

長
谷
川
和
重

河
田
公
利
助

樋
口
　
瑞
佳

辻
元
　
誠
志

小
山
　
裕
美

𠮷
田
　
　
剛

𠮷
田
　
　
剛

副
委
員
長

小
山
　
裕
美

委
員
長

山
田
　
立
美

河
田
公
利
助

副
委
員
長

池
田
い
つ
子

委
員
長

関
灘
　
真
澄

環境衛生、危機管理、産業振興、地域整
備、上下水道などを調査・審査する。

議
会
と
は
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
の
意
思
を
決
定
す
る

議
事
機
関
で
あ
り
ま
す
。
町
と
議
会
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
機
能
す
る
こ
と
で
、
町
の
発
展
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
議
員
一
人
ひ
と
り
が
意
見
を
出
し
合

い
、
み
ん
な
で
決
め
て
い
く
と
い
っ
た
自
由

闊
達
な
議
論
で
、
中
山
新
町
長
の
も
と
、
新

生
稲
美
町
の
発
展
と
信
頼
さ
れ
る
議
会
に
向

け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長
の
大
任
を
賜
り
、
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
全
力
で
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
尊
重
さ
れ
る
議

会
を
目
指
し
ま
す
。

地
方
自
治
の
本
旨
に
則
り
、
住
民
福
祉
向

上
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る

議
会
を

大
路　
　

恒

副
議
長

新
生
稲
美
町
の
発
展
と
信

頼
さ
れ
る
議
会大

山　

和
明

議　

長

９
月
28
日
の
本
会
議
中

の
「
山
田
議
員
の
議
員
辞

職
勧
告
に
関
す
る
決
議
」

の
審
議
に
お
け
る
山
田
立

美
議
員
の
発
言
に
よ
り
侮

辱
を
受
け
た
と
の
理
由
で
、

長
谷
川
和
重
議
員
か
ら
処

分
要
求
書
の
提
出
が
あ
り

ま
し
た
。

６
人
の
委
員
で
構
成
す

る
懲
罰
特
別
委
員
会
で
の

審
査
の
結
果
、「『
陳
謝
』

の
懲
罰
を
科
す
べ
き
も

の
」
と
す
る
審
査
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

〈
反
対
〉　

樋
口　

瑞
佳

長
谷
川
議
員
が
証
言
し

た
こ
と
を
捏
造
と
す
る
発

言
は
、
山
田
議
員
の
弁
明

で
一
言
も
な
く
、
懲
罰
に

値
し
な
い
た
め
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

辻
元　

誠
志

虚
偽
発
言
は
証
言
さ
れ
、

明
ら
か
に
な
っ
た
。
休
む

な
ど
議
会
基
本
条
例
に
反

す
る
一
方
、
虚
偽
発
言
に

よ
る
侮
辱
は
許
さ
れ
な
い
。

〈
反
対
〉　

小
山　

裕
美

懲
罰
を
科
す
か
ど
う
か

の
判
断
材
料
に
な
る
議
事

録
等
の
証
拠
が
な
い
た
め
、

懲
罰
に
は
値
し
な
い
と
考

え
反
対
と
す
る
。

〈
賛
成
〉　

河
田
公
利
助

議
会
基
本
条
例
を
無
視

し
委
員
会
を
欠
席
し
た
の

は
事
実
。
委
員
長
で
あ
っ

た
長
谷
川
議
員
の
面
目
を

潰
す
侮
辱
発
言
が
あ
っ
た
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄

今
ま
で
の
言
動
は
、
議

題
か
ら
逸
脱
し
た
発
言
が

多
々
で
議
会
を
軽
ん
じ
て

い
る
。
議
会
の
規
律
と
品

位
保
持
の
た
め
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　

木
村　

圭
二

「
真
面
目
に
議
員
な
ん

か
や
っ
と
れ
る
か
い
」
と

の
山
田
議
員
の
発
言
に
２

人
の
証
言
が
あ
る
。
こ
れ

以
上
の
証
拠
は
必
要
な
い
。

＝
賛
否
同
数
の
た
め
、
議

長
裁
決
に
よ
り
否
決
＝

　

（
賛
成
６
、
反
対
６
、

　

除
斥
１
）

山
田
立
美
議
員
の

　
議
員
辞
職
勧
告
に
関
す
る
決
議

山
田
立
美
議
員
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　  

処
分
要
求

決  

算  
認  
定

後
期
高
齢
者
医
療

特

別

会

計

と
く
め
い

は
ん 

ぷ

ね
つ
ぞ
う

お
と
し

ひ  

ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

い
つ
だ
つ

ぶ

じ
ょ
く

か
け
ら

か
っ
た
つ

のっ
と
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〈
反
対
〉　

大
路　
　

恒

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
国
民
の
世
代
間
の
対

立
と
分
断
を
あ
お
る
構
図

に
な
っ
て
い
る
。
国
庫
負

担
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄

10
月
か
ら
２
割
負
担
が

追
加
に
な
り
、
国
民
皆
保

険
の
維
持
の
た
め
と
判
断

す
る
。
本
決
算
は
適
切
な

執
行
で
あ
り
賛
成
と
す
る
。

〈
賛
成
〉　

山
田　

立
美

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
運
営
し
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
が
加
入
し
て

世
代
間
や
世
代
内
格
差
を

是
正
す
る
の
で
賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　

認
定
＝

（
賛
成
11
、
反
対
２
）

９
月
の
本
会
議
で
、
池

田
博
美
議
員
か
ら
山
田
立

美
議
員
に
対
す
る
議
員
辞

職
勧
告
決
議
案
が
、
次
の

理
由
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

①　

調
査
会
報
告
と
偽
り
、

４
人
の
委
員
を
誹
謗
中
傷

す
る
ビ
ラ
を
匿
名
で
多
数

の
住
民
宅
に
配
布
し
、
３

年
12
月
定
例
会
で
「
山
田

議
員
の
議
員
辞
職
勧
告
に

関
す
る
決
議
案
」
が
提
出

さ
れ
、
賛
否
同
数
で
議
長

裁
決
に
よ
り
否
決
に
な
っ

た
も
の
の
、
反
省
す
る
こ

と
な
く
、「
公
平
公
正
な
機

能
が
保
た
れ
て
い
な
い
」

な
ど
と
調
査
会
を
貶
め
る

発
言
を
続
け
て
い
る
。

②　

山
田
議
員
が
告
訴
し

た
案
件
は
「
不
起
訴
」
と

決
定
さ
れ
、
司
法
判
断
と

調
査
会
結
果
が
同
様
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
誹

謗
中
傷
に
よ
り
４
委
員
の

社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
、

議
会
の
混
乱
と
住
民
不
信

を
招
い
た
こ
と
は
、
議
員

職
務
を
逸
脱
し
て
い
る
。

〈
反
対
〉　

山
口　
　

守

議
員
辞
職
勧
告
に
値
す

る
事
案
で
は
な
い
と
考
え
、

反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

辻
元　

誠
志

山
田
議
員
の
発
言
は
責

任
が
あ
り
、
弁
明
は
違
法

と
責
任
が
な
い
事
由
を
証

明
す
る
た
め
に
あ
る
。
侮

辱
発
言
は
許
さ
れ
な
い
。

〈
反
対
〉　

大
路　
　

恒

議
員
の
身
分
に
関
わ
る

辞
職
勧
告
を
行
う
こ
と
は
、

よ
り
慎
重
に
、
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ

て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

河
田
公
利
助

故
意
に
事
実
を
ゆ
が
め
、

匿
名
で
他
の
議
員
を
中
傷

す
る
ビ
ラ
を
町
内
の
広
範

囲
に
頒
布
す
る
行
為
は
、

到
底
許
容
で
き
な
い
。

〈
反
対
〉　

樋
口　

瑞
佳

池
田
博
美
議
員
の
決
議

案
の
内
容
を
検
証
し
た
結

果
、
時
系
列
に
考
え
て
お

か
し
な
点
が
あ
る
。
よ
っ

て
反
対
と
す
る
。

〈
賛
成
〉　

長
谷
川
和
重

山
田
立
美
議
員
の
言
動

は
、
住
民
に
不
信
を
招
き

反
省
が
な
い
。
議
会
の
名

誉
、
刷
新
と
浄
化
へ
の
責

任
に
基
づ
き
賛
成
。

〈
賛
成
〉　

木
村　

圭
二

ウ
ソ
で
政
治
倫
理
調
査

請
求
を
し
て
、
そ
れ
を
検

察
庁
ま
で
持
ち
込
ん
だ
。

議
員
の
自
覚
も
な
く
、
法

令
順
守
の
欠
片
も
な
い
。

＝
賛
否
同
数
の
た
め
、
議

長
裁
決
に
よ
り
否
決
＝

　

（
賛
成
６
、
反
対
６
、

　

除
斥
１
）

正副議長・委員会構成 決まる

常
　
任
　
委
　
員
　
会

財務、経営など
を監査する。

山口　　守

議会選出
監査委員

総
務
福
祉
文
教

企画、財政、税務、福祉、教育などを調査・
審査する。

大
山
　
和
明

木
村
　
圭
二

池
田
　
博
美

池
田
い
つ
子

山
口
　
　
守

副
委
員
長

樋
口
　
瑞
佳

委
員
長

関
灘
　
真
澄

議
会
広
報

「議会だより」の編集・発行をする。

山
田
　
立
美

木
村
　
圭
二

大
路
　
　
恒

長
谷
川
和
重

副
委
員
長

池
田
　
博
美

委
員
長

山
口
　
　
守

議
会
運
営
委
員
会

議会運営に関することなどを調査・審査
する。

生
活
産
業
建
設

大
路
　
　
恒

辻
元
　
誠
志

長
谷
川
和
重

河
田
公
利
助

樋
口
　
瑞
佳

辻
元
　
誠
志

小
山
　
裕
美

𠮷
田
　
　
剛

𠮷
田
　
　
剛

副
委
員
長

小
山
　
裕
美

委
員
長

山
田
　
立
美

河
田
公
利
助

副
委
員
長

池
田
い
つ
子

委
員
長

関
灘
　
真
澄

環境衛生、危機管理、産業振興、地域整
備、上下水道などを調査・審査する。

議
会
と
は
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
の
意
思
を
決
定
す
る

議
事
機
関
で
あ
り
ま
す
。
町
と
議
会
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
機
能
す
る
こ
と
で
、
町
の
発
展
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
議
員
一
人
ひ
と
り
が
意
見
を
出
し
合

い
、
み
ん
な
で
決
め
て
い
く
と
い
っ
た
自
由

闊
達
な
議
論
で
、
中
山
新
町
長
の
も
と
、
新

生
稲
美
町
の
発
展
と
信
頼
さ
れ
る
議
会
に
向

け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長
の
大
任
を
賜
り
、
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
全
力
で
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
尊
重
さ
れ
る
議

会
を
目
指
し
ま
す
。

地
方
自
治
の
本
旨
に
則
り
、
住
民
福
祉
向

上
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る

議
会
を

大
路　
　

恒

副
議
長

新
生
稲
美
町
の
発
展
と
信

頼
さ
れ
る
議
会大

山　

和
明

議　

長

９
月
28
日
の
本
会
議
中

の
「
山
田
議
員
の
議
員
辞

職
勧
告
に
関
す
る
決
議
」

の
審
議
に
お
け
る
山
田
立

美
議
員
の
発
言
に
よ
り
侮

辱
を
受
け
た
と
の
理
由
で
、

長
谷
川
和
重
議
員
か
ら
処

分
要
求
書
の
提
出
が
あ
り

ま
し
た
。

６
人
の
委
員
で
構
成
す

る
懲
罰
特
別
委
員
会
で
の

審
査
の
結
果
、「『
陳
謝
』

の
懲
罰
を
科
す
べ
き
も

の
」
と
す
る
審
査
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

〈
反
対
〉　

樋
口　

瑞
佳

長
谷
川
議
員
が
証
言
し

た
こ
と
を
捏
造
と
す
る
発

言
は
、
山
田
議
員
の
弁
明

で
一
言
も
な
く
、
懲
罰
に

値
し
な
い
た
め
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

辻
元　

誠
志

虚
偽
発
言
は
証
言
さ
れ
、

明
ら
か
に
な
っ
た
。
休
む

な
ど
議
会
基
本
条
例
に
反

す
る
一
方
、
虚
偽
発
言
に

よ
る
侮
辱
は
許
さ
れ
な
い
。

〈
反
対
〉　

小
山　

裕
美

懲
罰
を
科
す
か
ど
う
か

の
判
断
材
料
に
な
る
議
事

録
等
の
証
拠
が
な
い
た
め
、

懲
罰
に
は
値
し
な
い
と
考

え
反
対
と
す
る
。

〈
賛
成
〉　

河
田
公
利
助

議
会
基
本
条
例
を
無
視

し
委
員
会
を
欠
席
し
た
の

は
事
実
。
委
員
長
で
あ
っ

た
長
谷
川
議
員
の
面
目
を

潰
す
侮
辱
発
言
が
あ
っ
た
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄

今
ま
で
の
言
動
は
、
議

題
か
ら
逸
脱
し
た
発
言
が

多
々
で
議
会
を
軽
ん
じ
て

い
る
。
議
会
の
規
律
と
品

位
保
持
の
た
め
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　

木
村　

圭
二

「
真
面
目
に
議
員
な
ん

か
や
っ
と
れ
る
か
い
」
と

の
山
田
議
員
の
発
言
に
２

人
の
証
言
が
あ
る
。
こ
れ

以
上
の
証
拠
は
必
要
な
い
。

＝
賛
否
同
数
の
た
め
、
議

長
裁
決
に
よ
り
否
決
＝

　

（
賛
成
６
、
反
対
６
、

　

除
斥
１
）

山
田
立
美
議
員
の

　
議
員
辞
職
勧
告
に
関
す
る
決
議

山
田
立
美
議
員
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　  

処
分
要
求

決  

算  

認  

定

後
期
高
齢
者
医
療

特

別

会

計

と
く
め
い

は
ん 

ぷ

ね
つ
ぞ
う

お
と
し

ひ  

ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

い
つ
だ
つ

ぶ

じ
ょ
く

か
け
ら

か
っ
た
つ

のっ
と
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物
価
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
住
民
へ
の
負

担
軽
減
や
消
費
喚
起
に
よ

る
町
内
店
舗
を
支
援
す
る

た
め
に
10
月
か
ら
１
カ
月

間
の
予
定
で
実
施
し
た
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
総
額

が
予
算
上
限
額
に
達
す
る

見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、

実
施
期
間
を
10
月
21
日
ま

で
に
前
倒
し
し
、
早
期
終

了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
初
予
算
額
は

５
千
万
円
で
し
た
が
、
利

用
増
に
よ
り
１
億
１
千
万

円
を
増
額
補
正
し
ま
す
。

主
な
質
疑

　
　

町
外
の
利
用
者
数
は
。

　
　

ア
プ
リ
に
住
所
登
録

し
な
い
の
で
断
定
で
き
な

い
が
、
車
の
込
み
具
合
な

ど
か
ら
町
外
の
利
用
者
も

多
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
　

ア
プ
リ
の
使
い
方
な

ど
を
説
明
す
る
教
室
の
開

催
状
況
は
。

　
　

３
日
間
開
催
し
、
高

齢
者
を
中
心
に
１
０
０
人

を
超
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。

　
　

当
初
予
算
額
を
大
幅

に
上
回
っ
た
理
由
は
。

　
　

当
初
、
運
営
会
社
か

ら
、
当
町
の
規
模
な
ら
５

千
万
円
で
賄
え
る
で
あ
ろ

う
と
の
助
言
が
あ
り
参
考

に
し
た
。

近
隣
市
町
で
立
て
続
け

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
、
関
心
度
が
高
ま
っ

た
こ
と
が
利
用
者
数
増
の

要
因
だ
と
推
測
す
る
。

　
　

１
億
６
千
万
円
の
予

算
が
あ
れ
ば
、
稲
美
町
の

全
住
民
に
５
千
円
の
商
品

券
を
配
布
で
き
た
の
で
は
。

答　

今
回
の
実
施
で
課
題

も
見
え
た
た
め
、
改
め
て

検
証
す
る
。

○
小
中
学
校
の
各
教
室

に
光
回
線
設
備
を
整
備

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
推
進
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
利
用
や
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
に
向
け
、

多
人
数
で
同
時
接
続
す
る

場
合
で
も
安
定
し
た
通
信

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

小
中
学
校
の
各
教
室
に
光

回
線
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

主
な
質
疑

　
　

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
（
地
域

事
業
者
が
提
供
す
る
市
区

町
村
単
位
の
無
線
電
機
通

信
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し

て
か
ら
間
も
な
い
が
、
光

回
線
を
整
備
す
る
理
由
は
。

　
　

学
校
だ
け
で
な
く
、

感
染
症
な
ど
に
よ
る
学
校

休
業
の
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
設
備
の
な
い
家

庭
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で

き
る
よ
う
、
二
市
二
町
で

足
並
み
を
揃
え
地
域
Ｂ
Ｗ

Ａ
を
整
備
し
た
。
そ
の
後
、

問答問問 答

答問

問

答

答

臨時会

第
１
８
２
回
臨
時
会
は
、
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
対
す
る
経
済
対
策
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
や
予
期
せ
ず
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
へ
、
一
世
帯
当
た
り
５
万
円
を
給
付
す
る
た
め
に
係
る
費
用
な
ど
の
４
年
度
補

正
予
算
１
議
案
、
決
議
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

令和4年度 一般会計補正予算（第4号）

新型コロナウイルス感染症及び物価高騰対策費などを増額

○住民税非課税世帯等に対する臨時特別
給付金給付事業

１億５,５６０万円新設
住民税非課税世帯及び予期せず収入が減少し、

世帯全員が住民税非課税に相当する水準以下と
なった世帯に対し、１世帯当たり５万円を給付
するためなどの費用です。

○キャッシュレス決済還元キャンペーン事業
１億１,０００万円増額

物価高騰などによる住民生活の負担軽減及び
町内店舗への経営支援を図るために、10月１日
から10月21日まで実施したキャッシュレス決済
還元キャンペーンに係る委託料で、利用増に伴
う費用です。

〈第４号〉歳出の主な内容

＝　全会一致　可決　＝

○ＩＣＴ利活用学校支援事業
３,４４６万円新設

ＧＩＧＡスクール構想推進によるデジタル教
科書の利用や、タブレット端末を利用した学力
テスト等の実施に向け、多人数が同時接続する
場合でも安定した通信環境を確保するため、小
中学校の各教室に光回線設備を整備する費用です。

○自治会活動再開等支援事業
６１０万円新設

新型コロナウイルス感染症の影響により中止、
縮小している自治会活動の再開を支援するため
に行う感染症対策費用等を助成する費用です。
（自治会規模に応じて上限５万円～20万円）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
還
元
事
業

予
想
以
上
の
利
用
で
１
億
１
千
万
円
増
額

学
校
で
活
用
す
る
な
か
、

一
斉
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と

通
信
負
荷
が
か
か
り
動
き

に
く
く
な
る
課
題
が
生
じ

て
い
る
。

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ

る
と
そ
の
頻
度
が
高
ま
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

光
回
線
を
整
備
す
る
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

可
決
し
ま
し
た

○
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
抗
議
す
る
決
議

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
抗
議
す
る
決
議

案
が
、
山
田
立
美
議
員
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

決
議
の
ゆ
く
え

決議を国へ提出

北朝鮮の弾道ミサイル発射に
抗議する決議

10月４日、北朝鮮は弾道ミサイルを発射し、我
が国上空を通過する形で太平洋上に落下した。北
朝鮮は、今年に入って幾度も弾道ミサイルを発射
しており、これらの行為は、国連安保理決議及び
日朝平壌宣言への明らかな違反であり、国際社会
に対する深刻な挑戦である。このような挑発的な
行為を繰り返す北朝鮮の態度は、我が国の安全保
障上、断じて容認することはできない。
稲美町議会は、住民の生命と安全に関わる最も

重大な問題ととらえ、今回の北朝鮮によるミサイ
ル発射も含め一連の挑発行為に対し、断固抗議す
る。また、政府においては、北朝鮮に対し国際社
会との緊密な連携のもと、毅然とした態度で、実
効ある措置を講じられることを強く求める。

◎提出先
　　内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、外務
大臣、防衛大臣など
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PayPay利用者で渋滞する国岡交差点

物
価
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
住
民
へ
の
負

担
軽
減
や
消
費
喚
起
に
よ

る
町
内
店
舗
を
支
援
す
る

た
め
に
10
月
か
ら
１
カ
月

間
の
予
定
で
実
施
し
た
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
総
額

が
予
算
上
限
額
に
達
す
る

見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、

実
施
期
間
を
10
月
21
日
ま

で
に
前
倒
し
し
、
早
期
終

了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
初
予
算
額
は

５
千
万
円
で
し
た
が
、
利

用
増
に
よ
り
１
億
１
千
万

円
を
増
額
補
正
し
ま
す
。

主
な
質
疑

　
　

町
外
の
利
用
者
数
は
。

　
　

ア
プ
リ
に
住
所
登
録

し
な
い
の
で
断
定
で
き
な

い
が
、
車
の
込
み
具
合
な

ど
か
ら
町
外
の
利
用
者
も

多
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
　

ア
プ
リ
の
使
い
方
な

ど
を
説
明
す
る
教
室
の
開

催
状
況
は
。

　
　

３
日
間
開
催
し
、
高

齢
者
を
中
心
に
１
０
０
人

を
超
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。

　
　

当
初
予
算
額
を
大
幅

に
上
回
っ
た
理
由
は
。

　
　

当
初
、
運
営
会
社
か

ら
、
当
町
の
規
模
な
ら
５

千
万
円
で
賄
え
る
で
あ
ろ

う
と
の
助
言
が
あ
り
参
考

に
し
た
。

近
隣
市
町
で
立
て
続
け

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
、
関
心
度
が
高
ま
っ

た
こ
と
が
利
用
者
数
増
の

要
因
だ
と
推
測
す
る
。

　
　

１
億
６
千
万
円
の
予

算
が
あ
れ
ば
、
稲
美
町
の

全
住
民
に
５
千
円
の
商
品

券
を
配
布
で
き
た
の
で
は
。

答　

今
回
の
実
施
で
課
題

も
見
え
た
た
め
、
改
め
て

検
証
す
る
。

○
小
中
学
校
の
各
教
室

に
光
回
線
設
備
を
整
備

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
推
進
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
利
用
や
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
に
向
け
、

多
人
数
で
同
時
接
続
す
る

場
合
で
も
安
定
し
た
通
信

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

小
中
学
校
の
各
教
室
に
光

回
線
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

主
な
質
疑

　
　

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
（
地
域

事
業
者
が
提
供
す
る
市
区

町
村
単
位
の
無
線
電
機
通

信
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し

て
か
ら
間
も
な
い
が
、
光

回
線
を
整
備
す
る
理
由
は
。

　
　

学
校
だ
け
で
な
く
、

感
染
症
な
ど
に
よ
る
学
校

休
業
の
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
設
備
の
な
い
家

庭
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で

き
る
よ
う
、
二
市
二
町
で

足
並
み
を
揃
え
地
域
Ｂ
Ｗ

Ａ
を
整
備
し
た
。
そ
の
後
、

問答問問 答

答問

問

答

答

臨時会

第
１
８
２
回
臨
時
会
は
、
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
対
す
る
経
済
対
策
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
や
予
期
せ
ず
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
へ
、
一
世
帯
当
た
り
５
万
円
を
給
付
す
る
た
め
に
係
る
費
用
な
ど
の
４
年
度
補

正
予
算
１
議
案
、
決
議
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

令和4年度 一般会計補正予算（第4号）

新型コロナウイルス感染症及び物価高騰対策費などを増額

○住民税非課税世帯等に対する臨時特別
給付金給付事業

１億５,５６０万円新設
住民税非課税世帯及び予期せず収入が減少し、

世帯全員が住民税非課税に相当する水準以下と
なった世帯に対し、１世帯当たり５万円を給付
するためなどの費用です。

○キャッシュレス決済還元キャンペーン事業
１億１,０００万円増額

物価高騰などによる住民生活の負担軽減及び
町内店舗への経営支援を図るために、10月１日
から10月21日まで実施したキャッシュレス決済
還元キャンペーンに係る委託料で、利用増に伴
う費用です。

〈第４号〉歳出の主な内容

＝　全会一致　可決　＝

○ＩＣＴ利活用学校支援事業
３,４４６万円新設

ＧＩＧＡスクール構想推進によるデジタル教
科書の利用や、タブレット端末を利用した学力
テスト等の実施に向け、多人数が同時接続する
場合でも安定した通信環境を確保するため、小
中学校の各教室に光回線設備を整備する費用です。

○自治会活動再開等支援事業
６１０万円新設

新型コロナウイルス感染症の影響により中止、
縮小している自治会活動の再開を支援するため
に行う感染症対策費用等を助成する費用です。
（自治会規模に応じて上限５万円～20万円）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
還
元
事
業

予
想
以
上
の
利
用
で
１
億
１
千
万
円
増
額

学
校
で
活
用
す
る
な
か
、

一
斉
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と

通
信
負
荷
が
か
か
り
動
き

に
く
く
な
る
課
題
が
生
じ

て
い
る
。

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ

る
と
そ
の
頻
度
が
高
ま
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

光
回
線
を
整
備
す
る
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

可
決
し
ま
し
た

○
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
抗
議
す
る
決
議

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
抗
議
す
る
決
議

案
が
、
山
田
立
美
議
員
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

決
議
の
ゆ
く
え

決議を国へ提出

北朝鮮の弾道ミサイル発射に
抗議する決議

10月４日、北朝鮮は弾道ミサイルを発射し、我
が国上空を通過する形で太平洋上に落下した。北
朝鮮は、今年に入って幾度も弾道ミサイルを発射
しており、これらの行為は、国連安保理決議及び
日朝平壌宣言への明らかな違反であり、国際社会
に対する深刻な挑戦である。このような挑発的な
行為を繰り返す北朝鮮の態度は、我が国の安全保
障上、断じて容認することはできない。
稲美町議会は、住民の生命と安全に関わる最も

重大な問題ととらえ、今回の北朝鮮によるミサイ
ル発射も含め一連の挑発行為に対し、断固抗議す
る。また、政府においては、北朝鮮に対し国際社
会との緊密な連携のもと、毅然とした態度で、実
効ある措置を講じられることを強く求める。

◎提出先
　　内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、外務
大臣、防衛大臣など
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賛否の分かれた議案

議　案　名
賛

　成

反

　対

議
決
結
果

議
決
日

河
田
公
利
助

関
灘

　真
澄

山
口

　
　守

大
路

　
　恒

樋
口

　瑞
佳

木
村

　圭
二

𠮷
田

　
　剛

辻
元

　誠
志

山
田

　立
美

池
田

　博
美

大
山

　和
明

池
田
い
つ
子

小
山

　裕
美

長
谷
川
和
重

条 例
稲美町放課後児童クラブの設置及び管理に関する
条例の一部改正 10 2 可決 9/14 ○ 退 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ - ○ ○

稲美町議会議員政治倫理条例の一部改正 12 1 可決 9/28 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○
３ 年 度
決 算 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 11 2 認定 9/28 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

４ 年 度
予 算 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 12 1 可決 9/14 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

決 議 山田立美議員の議員辞職勧告に関する決議 6 7 否決 9/28 ○ ○ × × × ○ × ○ 除 ○ × ×
※ × ○

9月28日に池田いつ子議長から大山和明議長に変わりました。

そ の 他 山田立美議員に対する処分要求
　委員会報告「陳謝の懲罰を科すべき」 6 7 否決 10/12 ○ ○ × × × ○ × ○ 除 ○ ×

※ × × ○

〔表示例〕○……賛成　　×……反対　　除……除斥（注）　　退……退席
（注） 除斥とは、議会における審議を公正なものとするために、議案などと一定の利害関係を有する  

議員は、その審議及び採決に参加することができないとする制度です。（地方自治法第117条）

議長は採決に加わりませんので「-」で表示しています。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。
※賛成と反対が同数であったため、議長裁決により否決となりました。

全員が賛成した議案
議　案　名 議決日

条 例 ▶稲美町議会議員及び稲美町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正　▶職員の育児休業に
関する条例の一部改正　▶職員及び教職員の互助共済制度に関する条例の一部改正　▶稲美町印鑑条例の一部改正 9/14

３ 年 度
決 算

▶一般会計歳入歳出決算認定　▶国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定　▶介護保険特別会計歳入歳出決算
認定　▶介護サービス特別会計歳入歳出決算認定　▶水道事業会計剰余金処分及び決算認定　▶下水道事業会
計剰余金処分及び決算認定

9/28

４ 年 度
予 　 算

▶専決処分書　水道事業会計補正予算（第2号）　▶一般会計補正予算（第3号）　▶国民健康保険特別会計補正予
算（第2号）　▶介護保険特別会計補正予算（第1号）　▶介護サービス特別会計補正予算（第1号）　▶水道事業会
計補正予算（第3号）　▶下水道事業会計補正予算（第1号）

9/14

▶一般会計補正予算（第4号） 10/19
契 　 約 ▶稲美町清掃センター解体撤去工事請負契約の締結 9/14
人 事
案 件 ▶公平委員会委員の選任　▶固定資産評価審査委員会委員の選任　▶教育委員会委員の任命 8/31

決 議 ▶北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議する決議 10/19
そ の 他 ▶稲美町放課後児童クラブの指定管理者の指定 9/14

質問者 掲載ページ 質　　問　　事　　項

木村　圭二 14
   ①個人情報の取り扱いを問う　  ②46億円を超える財政調整基金の活用を求める

 ③病児保育の実施を　  ④通学路及び公園・公園周辺に防犯カメラの設置を求める
   ⑤農村環境改善センターを利用する高齢者に対して使用料の減免を　⑥改めて信号機の設置を求める

山口　　守 14
 ①住民の求めるスポーツ施策を　  ②町内業者優先発注方針を

   ③認知症高齢者の賠償保険事業を
   ④加古川医療センターへの路線バス休止は再考せよ

長谷川 和重 15
 ①スポーツで交流人口・移住人口を増やして人口増加に繋げてにぎわいのある街づくりを

 ②環境保全のためにヤード条例の制定を求める

山田　立美 15
 ①町道見谷山・岡の宮線の交通安全策を問う
 ②アセットマネジメント手法による水道管路の更新対応を問う
 ③温暖化による農作物の影響を問う

河田 公利助 16
 ①公共交通の拡充を
 ②防犯灯や防犯カメラの増設について

   ③持続可能な農業について

辻元　誠志 16
 ①稲美町らしい子育て支援について

 ②財政調整基金の有効利用について

𠮷田　　剛 17
 ①PRやイベントでまちの活性化を
 ②フリースクールについて

   ③詐欺被害に遭わないために

大山　和明 17
 ①移動手段の確保と「地域公共交通計画」を聞く　  ②持続可能な農業と所得改善を聞く
 ③憩いの場　加古大池利活用施設の活性化と再整備を
 ④健康づくりに「健康遊具のある公園」を   ⑤「安全に暮らせるまち」にインフラ整備を

関灘　真澄 18
 ①インボイス制度への対応についてを問う
 ②所有者不明土地の対応は　  ③体育館施設の整備を問う
 ④「こども基本法」を踏まえて さらに子ども・若者が活きるまちに

池田　博美 18
 ①天満大池バイパスと町道の接続は
 ②持続可能な農業を
 ③町有地の跡地利用は

樋口　瑞佳 19
   ①稲美町教員の労働状況は　  ②学校の健康診断上半身脱衣について

 ③コスモホール南入り口に手すりの設置を   ④物価高騰下において出産する母親への応援給付金事業は
 ⑤いなみっこステーション（公共施設）全てにおむつ用のごみ箱設置を　  ⑥旧コスモス児童館跡地の活用は

小山　裕美 19
 ①離婚前後の支援・子どもの権利を守るためにも

 ②身近な人が亡くなったとき

大路　　恒 20
 ①安倍晋三元首相の国葬に対する町の見解を問う

 ②投票率向上のため投票所区域の見直しを求める

9
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

一
般
質
問
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次回の定例会の日程（予定）
と　　き 予定されている主な内容

１２月  １日（木）９：３０～ 議案の提案理由の説明
１２月１３日（火）９：３０～ 一般質問
１２月１４日（水）９：３０～ 一般質問
１２月１６日（金）９：３０～ 議案に対する質疑・討論・表決

議案などの審議結果【9月定例会・10月臨時会】

のある質問事項を掲載しています。

まちづく
りをどう

する
9月定例会 一般質問一般質問

※登壇順（質問順）に掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止のため、傍聴者の定員を制限しています。議場・委員会室へ入場（室）
される際は、出入り口に設置している消毒液をご使用ください。また、マスクを着用し、隣の人との間隔を空けて
ご着席ください。体調がすぐれない人は、傍聴をご遠慮ください。

★ 本会議の傍聴
各議会当日の午前８時30分から受け付けを始めます。
先着６人まで入場できます。

※１階ロビーのＡＴＭ前に設置したモニターでも議会の様子を生中継でご
覧いただけます。また、一般質問の録画放送を本会議終了後に行います。

【問合先】議会事務局　☎４９２－９１４７（直通）

議会映像をインターネットで配信しています
議会開催時の生中継と録画放送が、インターネットを利用してパソコンやスマートフォンなどで視聴で

きます。詳しくは、町ホームページの「稲美町議会」「議会映像インターネット配信」をご覧ください。
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賛否の分かれた議案

議　案　名
賛

　成

反

　対

議
決
結
果

議
決
日

河
田
公
利
助

関
灘

　真
澄

山
口

　
　守

大
路

　
　恒

樋
口

　瑞
佳

木
村

　圭
二

𠮷
田

　
　剛

辻
元

　誠
志

山
田

　立
美

池
田

　博
美

大
山

　和
明

池
田
い
つ
子

小
山

　裕
美

長
谷
川
和
重

条 例
稲美町放課後児童クラブの設置及び管理に関する
条例の一部改正 10 2 可決 9/14 ○ 退 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ - ○ ○

稲美町議会議員政治倫理条例の一部改正 12 1 可決 9/28 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○
３ 年 度
決 算 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 11 2 認定 9/28 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

４ 年 度
予 算 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 12 1 可決 9/14 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

決 議 山田立美議員の議員辞職勧告に関する決議 6 7 否決 9/28 ○ ○ × × × ○ × ○ 除 ○ × ×
※ × ○

9月28日に池田いつ子議長から大山和明議長に変わりました。

そ の 他 山田立美議員に対する処分要求
　委員会報告「陳謝の懲罰を科すべき」 6 7 否決 10/12 ○ ○ × × × ○ × ○ 除 ○ ×

※ × × ○

〔表示例〕○……賛成　　×……反対　　除……除斥（注）　　退……退席
（注） 除斥とは、議会における審議を公正なものとするために、議案などと一定の利害関係を有する  

議員は、その審議及び採決に参加することができないとする制度です。（地方自治法第117条）

議長は採決に加わりませんので「-」で表示しています。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。
※賛成と反対が同数であったため、議長裁決により否決となりました。

全員が賛成した議案
議　案　名 議決日

条 例 ▶稲美町議会議員及び稲美町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正　▶職員の育児休業に
関する条例の一部改正　▶職員及び教職員の互助共済制度に関する条例の一部改正　▶稲美町印鑑条例の一部改正 9/14

３ 年 度
決 算

▶一般会計歳入歳出決算認定　▶国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定　▶介護保険特別会計歳入歳出決算
認定　▶介護サービス特別会計歳入歳出決算認定　▶水道事業会計剰余金処分及び決算認定　▶下水道事業会
計剰余金処分及び決算認定

9/28

４ 年 度
予 　 算

▶専決処分書　水道事業会計補正予算（第2号）　▶一般会計補正予算（第3号）　▶国民健康保険特別会計補正予
算（第2号）　▶介護保険特別会計補正予算（第1号）　▶介護サービス特別会計補正予算（第1号）　▶水道事業会
計補正予算（第3号）　▶下水道事業会計補正予算（第1号）

9/14

▶一般会計補正予算（第4号） 10/19
契 　 約 ▶稲美町清掃センター解体撤去工事請負契約の締結 9/14
人 事
案 件 ▶公平委員会委員の選任　▶固定資産評価審査委員会委員の選任　▶教育委員会委員の任命 8/31

決 議 ▶北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議する決議 10/19
そ の 他 ▶稲美町放課後児童クラブの指定管理者の指定 9/14

質問者 掲載ページ 質　　問　　事　　項

木村　圭二 14
   ①個人情報の取り扱いを問う　  ②46億円を超える財政調整基金の活用を求める

 ③病児保育の実施を　  ④通学路及び公園・公園周辺に防犯カメラの設置を求める
   ⑤農村環境改善センターを利用する高齢者に対して使用料の減免を　⑥改めて信号機の設置を求める

山口　　守 14
 ①住民の求めるスポーツ施策を　  ②町内業者優先発注方針を

   ③認知症高齢者の賠償保険事業を
   ④加古川医療センターへの路線バス休止は再考せよ

長谷川 和重 15
 ①スポーツで交流人口・移住人口を増やして人口増加に繋げてにぎわいのある街づくりを

 ②環境保全のためにヤード条例の制定を求める

山田　立美 15
 ①町道見谷山・岡の宮線の交通安全策を問う
 ②アセットマネジメント手法による水道管路の更新対応を問う
 ③温暖化による農作物の影響を問う

河田 公利助 16
 ①公共交通の拡充を
 ②防犯灯や防犯カメラの増設について

   ③持続可能な農業について

辻元　誠志 16
 ①稲美町らしい子育て支援について

 ②財政調整基金の有効利用について

𠮷田　　剛 17
 ①PRやイベントでまちの活性化を
 ②フリースクールについて

   ③詐欺被害に遭わないために

大山　和明 17
 ①移動手段の確保と「地域公共交通計画」を聞く　  ②持続可能な農業と所得改善を聞く
 ③憩いの場　加古大池利活用施設の活性化と再整備を
 ④健康づくりに「健康遊具のある公園」を   ⑤「安全に暮らせるまち」にインフラ整備を

関灘　真澄 18
 ①インボイス制度への対応についてを問う
 ②所有者不明土地の対応は　  ③体育館施設の整備を問う
 ④「こども基本法」を踏まえて さらに子ども・若者が活きるまちに

池田　博美 18
 ①天満大池バイパスと町道の接続は
 ②持続可能な農業を
 ③町有地の跡地利用は

樋口　瑞佳 19
   ①稲美町教員の労働状況は　  ②学校の健康診断上半身脱衣について

 ③コスモホール南入り口に手すりの設置を   ④物価高騰下において出産する母親への応援給付金事業は
 ⑤いなみっこステーション（公共施設）全てにおむつ用のごみ箱設置を　  ⑥旧コスモス児童館跡地の活用は

小山　裕美 19
 ①離婚前後の支援・子どもの権利を守るためにも

 ②身近な人が亡くなったとき

大路　　恒 20
 ①安倍晋三元首相の国葬に対する町の見解を問う

 ②投票率向上のため投票所区域の見直しを求める

9
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

一
般
質
問
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次回の定例会の日程（予定）
と　　き 予定されている主な内容

１２月  １日（木）９：３０～ 議案の提案理由の説明
１２月１３日（火）９：３０～ 一般質問
１２月１４日（水）９：３０～ 一般質問
１２月１６日（金）９：３０～ 議案に対する質疑・討論・表決

議案などの審議結果【9月定例会・10月臨時会】

のある質問事項を掲載しています。

まちづく
りをどう

する
9月定例会 一般質問一般質問

※登壇順（質問順）に掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止のため、傍聴者の定員を制限しています。議場・委員会室へ入場（室）
される際は、出入り口に設置している消毒液をご使用ください。また、マスクを着用し、隣の人との間隔を空けて
ご着席ください。体調がすぐれない人は、傍聴をご遠慮ください。

★ 本会議の傍聴
各議会当日の午前８時30分から受け付けを始めます。
先着６人まで入場できます。

※１階ロビーのＡＴＭ前に設置したモニターでも議会の様子を生中継でご
覧いただけます。また、一般質問の録画放送を本会議終了後に行います。

【問合先】議会事務局　☎４９２－９１４７（直通）

議会映像をインターネットで配信しています
議会開催時の生中継と録画放送が、インターネットを利用してパソコンやスマートフォンなどで視聴で

きます。詳しくは、町ホームページの「稲美町議会」「議会映像インターネット配信」をご覧ください。
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一
般
質
問

一
般
質
問

166 2022年11月25日発行 1662022年11月25日発行15 14

傷みの激しい町道

稲美町体育協会創立50周年

スケートボードパーク（三木市）

菊徳集落内の道路景観

　

３
年
度
末
で
財
政
調
整

基
金
が
46
億
９
千
万
円
に

な
っ
た
。

　

財
政
調
整
基
金
は
物
価

高
騰
対
策
な
ど
に
積
極
的

に
活
用
す
べ
き
だ
。

経
営
政
策
部
長　
将
来
負

担
も
考
慮
し
な
が
ら
、
新

事
業
展
開
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

基
金
を
活
用
し
て
商
品

券
の
配
布
を
す
べ
き
だ
。

経
営
政
策
部
長　
９
月
補

正
で
の
実
施
は
難
し
い
。

　

基
金
を
活
用
し
て
道
路

整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
。

地
域
整
備
部
長　
住
民
の

皆
さ
ん
が
不
便
の
な
い
よ

う
に
積
極
的
に
道
路
を
修

繕
し
て
い
き
た
い
。

　

通
学
路
、
公
園
、
公
園

周
辺
を
優
先
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
す
べ
き
だ
。

経
済
環
境
部
長　
５
年
度

に
調
査
し
て
、
６
年
度
以

降
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

病
児
保
育
の
実
施
を

　

い
な
み
野　

母
里
こ
ど

も
園
が
病
児
・
病
後
児
保

育
室
を
整
備
し
た
。

　

「
こ
ど
も
園
」
で
実
施

で
き
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
「
こ
ど

も
園
」
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
「
時
期
は
未

定
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ま
も
る

ぐ
ち

や
ま山

口  

守

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
場
所
を

前
向
き
に
検
討
を
進
め
る

町
　
長

 　

町
長
の
所
信
表
明
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
と
あ
る
。

具
体
的
な
構
想
は
。

町
長　
ま
ち
の
魅
力
の
一

つ
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
る
施
設
を
設

置
し
た
い
。
そ
の
内
容
や

設
置
場
所
、
運
営
方
法
な

ど
、
先
進
地
の
状
況
や
愛

好
者
等
の
声
を
聞
き
、
前

向
き
に
検
討
を
進
め
る
。

　

町
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

町
民
優
先
予
約
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
広

域
行
政
の
申
し
合
わ
せ
で
、

設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

町
内
業
者
優
先
発
注
は

　

高
砂
市
で
は
本
年
４
月

「
市
内
業
者
優
先
発
注
等

に
係
る
実
施
方
針
」
が
示

さ
れ
た
。
稲
美
町
で
も
同

様
の
方
針
は
。

経
営
政
策
部
長　
一
定
の

競
争
性
が
確
保
さ
れ
、
町

内
業
者
で
対
応
で
き
る
も

の
は
、
原
則
町
内
業
者
の

み
で
入
札
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
規
模
工
事

で
町
外
業
者
が
落
札
し
た

場
合
は
、
工
事
内
容
を
勘

案
し
た
う
え
で
、
町
内
業

者
と
下
請
契
約
を
締
結
す

る
よ
う
に
、
入
札
広
告
等

に
明
記
し
、
義
務
づ
け
て

い
る
。

か
ず
し
げ

せ

が
わ

は長
谷
川
　
和
重

環
境
保
全
条
例
に
事
前
協
議
を
加
え
よ

改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し
て
い
く

町
　
長

 

過
去
10
年
間
の
町
内
ス

ポ
ー
ツ
施
設
利
用
者
総
数

の
推
移
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
平

成
24
年
度
は
17
万
２
４
２

３
人
、
令
和
３
年
度
は
16

万
８
０
２
１
人
で
、
２
・

６
％
減
っ
て
い
る
。

　

施
設
利
用
料
や
貸
出
予

約
な
ど
で
地
元
住
民
を
優

先
し
て
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
近

隣
８
市
３
町
の
申
し
合
わ

せ
で
、
地
元
住
民
優
先
制

度
は
設
定
し
て
い
な
い
。

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
指

定
管
理
者
制
度
再
導
入
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
安

心
し
て
任
せ
る
こ
と
が
で

き
る
法
人
な
ど
を
慎
重
に

検
討
し
、
総
合
的
に
判
断

す
る
。

　

中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
へ
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
政
策
部
長　
現
在
、

関
係
課
及
び
両
中
学
校
に

よ
る
検
討
会
を
組
織
し
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

環
境
保
全
条
例
に
事
前

協
議
の
追
加
が
必
要
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
関
係
機

関
と
の
協
議
と
と
も
に
、

実
施
体
制
や
運
用
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
長　
改
善
す
べ
き
点
は

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
、

行
政
の
責
務
で
あ
る
。

（
注
1
）

（
注
2
）

46億の基金を景気対策に活用せよ
新事業も視野に入れ有効に活用経営政策部長

き むら けい じ

木 村  圭 二

町
道
見
谷
山
・
岡
の
宮

線
を
通
過
す
る
速
度
違
反

車
両
対
策
は
。

経
済
環
境
部
長　
道
路
幅

員
が
狭
小
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
速
度
違
反
車
両
が
増

加
し
て
い
る
。
対
策
と
し

て
、
減
速
を
注
意
喚
起
す

る
看
板
の
設
置
と
共
に
、

加
古
川
警
察
署
に
パ
ト
ロ

ー
ル
を
依
頼
し
て
い
る
。

町
道
中
村
・
国
岡
線
と

の
交
差
点
に
お
け
る
交
通

安
全
対
策
は
。

経
済
環
境
部
長　
車
両
か

ら
見
や
す
く
な
る
よ
う
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
調
整
な

ど
の
対
策
を
し
て
い
る
。

水
道
管
路
の
更
新
時
に
、

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
管
路
劣
化

診
断
の
活
用
は
。

地
域
整
備
部
長　
国
の
Ｄ

Ｘ
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

方
針
に
基
づ
き
、
水
道
分

野
で
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
管
路

劣
化
診
断
の
導
入
が
広
が

っ
て
い
る
。
実
施
状
況
や

効
果
を
検
証
の
う
え
、
次

回
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
見
直
し
の
際
に
検
討

し
た
い
。

温
暖
化
の
影
響
を
受
け

て
い
る
農
作
物
は
。

経
済
環
境
部
長　
米
、
メ

ロ
ン
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
で
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

菊徳地区の交通安全対策は
引き続き関係機関と連携していく経済環境部長

やま だ たつ み

山 田  立 美

（注１）DX（Digital Transformation）
＝デジタル・トランスフォーメーション

（注２）アセットマネジメント
（Asset Management）

ＩＣＴの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良
い方向へ変化させること

資産（アセット）を管理・運用（マネジメント）すること
公共施設のアセットマネジメントとは、施設・設備

を資産としてとらえ、その損傷・劣化など将来的にわ
たり予測することにより、効果的かつ効率的な維持
管理を行うための方法のこと。

し
ん
ち
ょ
く
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傷みの激しい町道

稲美町体育協会創立50周年

スケートボードパーク（三木市）

菊徳集落内の道路景観

　

３
年
度
末
で
財
政
調
整

基
金
が
46
億
９
千
万
円
に

な
っ
た
。

　

財
政
調
整
基
金
は
物
価

高
騰
対
策
な
ど
に
積
極
的

に
活
用
す
べ
き
だ
。

経
営
政
策
部
長　
将
来
負

担
も
考
慮
し
な
が
ら
、
新

事
業
展
開
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

基
金
を
活
用
し
て
商
品

券
の
配
布
を
す
べ
き
だ
。

経
営
政
策
部
長　
９
月
補

正
で
の
実
施
は
難
し
い
。

　

基
金
を
活
用
し
て
道
路

整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
。

地
域
整
備
部
長　
住
民
の

皆
さ
ん
が
不
便
の
な
い
よ

う
に
積
極
的
に
道
路
を
修

繕
し
て
い
き
た
い
。

　

通
学
路
、
公
園
、
公
園

周
辺
を
優
先
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
す
べ
き
だ
。

経
済
環
境
部
長　
５
年
度

に
調
査
し
て
、
６
年
度
以

降
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

病
児
保
育
の
実
施
を

　

い
な
み
野　

母
里
こ
ど

も
園
が
病
児
・
病
後
児
保

育
室
を
整
備
し
た
。

　

「
こ
ど
も
園
」
で
実
施

で
き
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
「
こ
ど

も
園
」
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
「
時
期
は
未

定
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ま
も
る

ぐ
ち

や
ま山

口  

守

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
場
所
を

前
向
き
に
検
討
を
進
め
る

町
　
長

 　

町
長
の
所
信
表
明
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
と
あ
る
。

具
体
的
な
構
想
は
。

町
長　
ま
ち
の
魅
力
の
一

つ
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
る
施
設
を
設

置
し
た
い
。
そ
の
内
容
や

設
置
場
所
、
運
営
方
法
な

ど
、
先
進
地
の
状
況
や
愛

好
者
等
の
声
を
聞
き
、
前

向
き
に
検
討
を
進
め
る
。

　

町
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

町
民
優
先
予
約
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
広

域
行
政
の
申
し
合
わ
せ
で
、

設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

町
内
業
者
優
先
発
注
は

　

高
砂
市
で
は
本
年
４
月

「
市
内
業
者
優
先
発
注
等

に
係
る
実
施
方
針
」
が
示

さ
れ
た
。
稲
美
町
で
も
同

様
の
方
針
は
。

経
営
政
策
部
長　
一
定
の

競
争
性
が
確
保
さ
れ
、
町

内
業
者
で
対
応
で
き
る
も

の
は
、
原
則
町
内
業
者
の

み
で
入
札
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
規
模
工
事

で
町
外
業
者
が
落
札
し
た

場
合
は
、
工
事
内
容
を
勘

案
し
た
う
え
で
、
町
内
業

者
と
下
請
契
約
を
締
結
す

る
よ
う
に
、
入
札
広
告
等

に
明
記
し
、
義
務
づ
け
て

い
る
。

か
ず
し
げ

せ

が
わ

は長
谷
川
　
和
重

環
境
保
全
条
例
に
事
前
協
議
を
加
え
よ

改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し
て
い
く

町
　
長

 

過
去
10
年
間
の
町
内
ス

ポ
ー
ツ
施
設
利
用
者
総
数

の
推
移
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
平

成
24
年
度
は
17
万
２
４
２

３
人
、
令
和
３
年
度
は
16

万
８
０
２
１
人
で
、
２
・

６
％
減
っ
て
い
る
。

　

施
設
利
用
料
や
貸
出
予

約
な
ど
で
地
元
住
民
を
優

先
し
て
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
近

隣
８
市
３
町
の
申
し
合
わ

せ
で
、
地
元
住
民
優
先
制

度
は
設
定
し
て
い
な
い
。

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
指

定
管
理
者
制
度
再
導
入
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
安

心
し
て
任
せ
る
こ
と
が
で

き
る
法
人
な
ど
を
慎
重
に

検
討
し
、
総
合
的
に
判
断

す
る
。

　

中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
へ
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
政
策
部
長　
現
在
、

関
係
課
及
び
両
中
学
校
に

よ
る
検
討
会
を
組
織
し
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

環
境
保
全
条
例
に
事
前

協
議
の
追
加
が
必
要
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
関
係
機

関
と
の
協
議
と
と
も
に
、

実
施
体
制
や
運
用
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
長　
改
善
す
べ
き
点
は

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
、

行
政
の
責
務
で
あ
る
。

（
注
1
）

（
注
2
）

46億の基金を景気対策に活用せよ
新事業も視野に入れ有効に活用経営政策部長

き むら けい じ

木 村  圭 二

町
道
見
谷
山
・
岡
の
宮

線
を
通
過
す
る
速
度
違
反

車
両
対
策
は
。

経
済
環
境
部
長　
道
路
幅

員
が
狭
小
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
速
度
違
反
車
両
が
増

加
し
て
い
る
。
対
策
と
し

て
、
減
速
を
注
意
喚
起
す

る
看
板
の
設
置
と
共
に
、

加
古
川
警
察
署
に
パ
ト
ロ

ー
ル
を
依
頼
し
て
い
る
。

町
道
中
村
・
国
岡
線
と

の
交
差
点
に
お
け
る
交
通

安
全
対
策
は
。

経
済
環
境
部
長　
車
両
か

ら
見
や
す
く
な
る
よ
う
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
調
整
な

ど
の
対
策
を
し
て
い
る
。

水
道
管
路
の
更
新
時
に
、

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
管
路
劣
化

診
断
の
活
用
は
。

地
域
整
備
部
長　
国
の
Ｄ

Ｘ
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

方
針
に
基
づ
き
、
水
道
分

野
で
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
管
路

劣
化
診
断
の
導
入
が
広
が

っ
て
い
る
。
実
施
状
況
や

効
果
を
検
証
の
う
え
、
次

回
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
見
直
し
の
際
に
検
討

し
た
い
。

温
暖
化
の
影
響
を
受
け

て
い
る
農
作
物
は
。

経
済
環
境
部
長　
米
、
メ

ロ
ン
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
で
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

菊徳地区の交通安全対策は
引き続き関係機関と連携していく経済環境部長

やま だ たつ み

山 田  立 美

（注１）DX（Digital Transformation）
＝デジタル・トランスフォーメーション

（注２）アセットマネジメント
（Asset Management）

ＩＣＴの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良
い方向へ変化させること

資産（アセット）を管理・運用（マネジメント）すること
公共施設のアセットマネジメントとは、施設・設備

を資産としてとらえ、その損傷・劣化など将来的にわ
たり予測することにより、効果的かつ効率的な維持
管理を行うための方法のこと。

し
ん
ち
ょ
く

218715_つーえむ_稲美町議会だより_いなみNo166_P14-15



一
般
質
問

一
般
質
問

166 2022年11月25日発行 1662022年11月25日発行17 16

休止が予定される
加古川医療センター行き路線

イベントで利活用を

いなみ野水辺の里公園の観察池

播磨町浜田公園の健康遊具

自
然
の
中
で
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
め
る
、
水
遊
び

場
と
シ
ャ
ワ
ー
付
き
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
の
設
置
を
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
こ

の
公
園
は
、
生
き
物
と
共

存
す
る
環
境
を
作
り
出
し
、

豊
か
な
自
然
を
呼
び
戻
す

こ
と
が
テ
ー
マ
で
あ
る
た

め
、
設
置
の
予
定
は
な
い
。

公
園
を
管
理
す
る
指
定

管
理
者
か
ら
も
、
公
園
の

概
念
に
合
わ
な
い
た
め
設

置
の
必
要
は
な
い
と
の
意

向
を
聞
い
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
の
有
効
利

用
を当

町
の
財
政
調
整
基
金

は
約
47
億
円
で
、
黒
字
決

算
で
あ
る
。
二
市
二
町
の

一
人
当
た
り
の
換
算
額
は
。

経
営
政
策
部
長　
３
年
度

決
算
見
込
み
で
、
当
町
約

15
万
３
千
円
、
加
古
川
市

約
２
万
５
千
円
、
高
砂
市

約
４
万
５
千
円
、
播
磨
町

約
10
万
９
千
円
で
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
を
使
い
、

前
倒
し
で
事
業
を
実
施
す

る
考
え
は
。

経
営
政
策
部
長　
今
後
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
費
用
の
増
加
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
。
事
業
の
必

要
性
や
適
正
時
期
を
検
討

し
、
可
能
な
限
り
早
期
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

く

り

す
け

た

か
わ河

田 

公
利
助

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

バ
ス
路
線
の
休
止
を
想
定
し
準
備
す
る

経
営
政
策
部
長

か
ず
あ
き

や
ま

お
お大

山 

和
明

持
続
可
能
な
農
業
と
目
前
の
課
題
は

町
独
自
の
支
援
を
講
じ
る

水辺の里公園に水遊び場を求める
現在のところ設置は考えていない生涯学習担当部長

辻 元  誠 志
つじ もと せい し

　

農
業
の
喫
緊
課
題
に
対

す
る
見
解
は
。

町
長　
高
齢
化
に
よ
る
農

業
の
担
い
手
不
足
に
は
、

法
人
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業

に
よ
る
効
率
化
が
得
策
だ

と
考
え
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
更
新
に
は
補
助
事
業

の
活
用
が
必
要
な
た
め
、

町
と
関
係
機
関
と
が
連
携

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

広
域
で
取
り
組
む
移
動

手
段
確
保
は
、
喫
緊
の
課

題
と
考
え
る
が
。

経
営
政
策
部
長　
近
隣
自

治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
、
稲
美
町
に
路
線
延

長
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

加
古
大
池
の
進
入
道
路

等
の
整
備
が
必
要
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
劣
化
に

よ
る
補
修
が
必
要
な
部
分

は
点
検
を
行
い
、
計
画
的

に
修
繕
を
進
め
て
い
く
。

　

加
古
大
池
の
景
観
を
利

用
し
、
施
設
の
有
効
活
用

を
し
て
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長　
引
き
続

き
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
情
報
発
信
を
行
う
。

　

町
内
の
公
園
や
広
場
に

「
健
康
遊
具
」
の
設
置
を
。

地
域
整
備
部
長　
現
在
、

大
沢
池
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に

設
置
し
て
い
る
。
既
存
の

公
園
に
設
置
予
定
は
な
い

が
、
新
た
な
公
園
整
備
の

際
に
設
置
を
検
討
す
る
。

　

加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー

行
き
の
路
線
バ
ス
は
休
止

す
る
の
か
。

経
営
政
策
部
長　
バ
ス
事

業
者
に
お
い
て
休
止
の
検

討
が
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

休
止
区
画
を
補
う
た
め

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
あ
い

の
り
い
な
み
」
の
拡
充
は
。

経
営
政
策
部
長　
バ
ス
路

線
が
休
止
と
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
、
加
古
川
医
療

セ
ン
タ
ー
を
目
的
地
に
で

き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め

て
い
く
。

防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
を

　

防
犯
灯
の
設
置
基
準
は

ど
う
見
直
す
の
か
。

経
済
環
境
部
長　
設
置
間

隔
を
見
直
し
、
小
中
学
校

の
通
学
路
を
中
心
に
防
犯

灯
の
増
設
を
行
う
。

　

設
置
開
始
当
初
の
防
犯

カ
メ
ラ
は
、
性
能
が
悪
い
。

設
置
基
準
を
見
直
し
、
町

管
理
で
設
置
す
べ
き
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
町
管
理

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
向

け
、
５
年
度
に
設
置
場
所

や
機
種
選
定
、
運
用
方
法

な
ど
調
査
研
究
を
進
め
る
。

県
・
町
の
補
助
で
自
治
会

が
設
置
し
た
カ
メ
ラ
は
、

引
き
続
き
自
治
会
で
維
持

管
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

き
っ
き
ん

　

加
古
大
池
に
は
管
理
棟

や
駐
車
場
、
遊
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
や
大
会
な
ど
に
積
極
的

に
活
用
す
る
べ
き
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
加
古
大

池
は
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
情
報
発
信
し
て
い
く
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
展
望

は
　

何
ら
か
の
事
情
で
学
校

へ
通
い
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う

な
居
場
所
が
必
要
で
は
。

教
育
政
策
部
長　
学
校
教

育
で
は
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
、
各
中
学
校
の
ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
の
人
的
、
設

備
的
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

民
間
施
設
と
は
、
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
い
連
携

を
保
っ
て
い
く
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通

う
子
ど
も
や
そ
の
施
設
等

に
支
援
が
必
要
で
は
。

町
長　
子
ど
も
に
と
っ
て

必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
支
援
も
必
要
だ

と
考
え
る
。
支
援
方
法
な

ど
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

PRやイベントでまちの活性化を
引き続き情報発信を行っていく

𠮷 田   剛
よし だ つよし

経済環境部長

町
　
長
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休止が予定される
加古川医療センター行き路線

イベントで利活用を

いなみ野水辺の里公園の観察池

播磨町浜田公園の健康遊具

自
然
の
中
で
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
め
る
、
水
遊
び

場
と
シ
ャ
ワ
ー
付
き
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
の
設
置
を
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
こ

の
公
園
は
、
生
き
物
と
共

存
す
る
環
境
を
作
り
出
し
、

豊
か
な
自
然
を
呼
び
戻
す

こ
と
が
テ
ー
マ
で
あ
る
た

め
、
設
置
の
予
定
は
な
い
。

公
園
を
管
理
す
る
指
定

管
理
者
か
ら
も
、
公
園
の

概
念
に
合
わ
な
い
た
め
設

置
の
必
要
は
な
い
と
の
意

向
を
聞
い
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
の
有
効
利

用
を当

町
の
財
政
調
整
基
金

は
約
47
億
円
で
、
黒
字
決

算
で
あ
る
。
二
市
二
町
の

一
人
当
た
り
の
換
算
額
は
。

経
営
政
策
部
長　
３
年
度

決
算
見
込
み
で
、
当
町
約

15
万
３
千
円
、
加
古
川
市

約
２
万
５
千
円
、
高
砂
市

約
４
万
５
千
円
、
播
磨
町

約
10
万
９
千
円
で
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
を
使
い
、

前
倒
し
で
事
業
を
実
施
す

る
考
え
は
。

経
営
政
策
部
長　
今
後
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
費
用
の
増
加
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
。
事
業
の
必

要
性
や
適
正
時
期
を
検
討

し
、
可
能
な
限
り
早
期
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

く

り

す
け

た

か
わ河

田 

公
利
助

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

バ
ス
路
線
の
休
止
を
想
定
し
準
備
す
る

経
営
政
策
部
長

か
ず
あ
き

や
ま

お
お大

山 

和
明

持
続
可
能
な
農
業
と
目
前
の
課
題
は

町
独
自
の
支
援
を
講
じ
る

水辺の里公園に水遊び場を求める
現在のところ設置は考えていない生涯学習担当部長

辻 元  誠 志
つじ もと せい し

　

農
業
の
喫
緊
課
題
に
対

す
る
見
解
は
。

町
長　
高
齢
化
に
よ
る
農

業
の
担
い
手
不
足
に
は
、

法
人
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業

に
よ
る
効
率
化
が
得
策
だ

と
考
え
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
更
新
に
は
補
助
事
業

の
活
用
が
必
要
な
た
め
、

町
と
関
係
機
関
と
が
連
携

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

広
域
で
取
り
組
む
移
動

手
段
確
保
は
、
喫
緊
の
課

題
と
考
え
る
が
。

経
営
政
策
部
長　
近
隣
自

治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
、
稲
美
町
に
路
線
延

長
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

加
古
大
池
の
進
入
道
路

等
の
整
備
が
必
要
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
劣
化
に

よ
る
補
修
が
必
要
な
部
分

は
点
検
を
行
い
、
計
画
的

に
修
繕
を
進
め
て
い
く
。

　

加
古
大
池
の
景
観
を
利

用
し
、
施
設
の
有
効
活
用

を
し
て
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長　
引
き
続

き
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
情
報
発
信
を
行
う
。

　

町
内
の
公
園
や
広
場
に

「
健
康
遊
具
」
の
設
置
を
。

地
域
整
備
部
長　
現
在
、

大
沢
池
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に

設
置
し
て
い
る
。
既
存
の

公
園
に
設
置
予
定
は
な
い

が
、
新
た
な
公
園
整
備
の

際
に
設
置
を
検
討
す
る
。

　

加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー

行
き
の
路
線
バ
ス
は
休
止

す
る
の
か
。

経
営
政
策
部
長　
バ
ス
事

業
者
に
お
い
て
休
止
の
検

討
が
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

休
止
区
画
を
補
う
た
め

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
あ
い

の
り
い
な
み
」
の
拡
充
は
。

経
営
政
策
部
長　
バ
ス
路

線
が
休
止
と
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
、
加
古
川
医
療

セ
ン
タ
ー
を
目
的
地
に
で

き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め

て
い
く
。

防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
を

　

防
犯
灯
の
設
置
基
準
は

ど
う
見
直
す
の
か
。

経
済
環
境
部
長　
設
置
間

隔
を
見
直
し
、
小
中
学
校

の
通
学
路
を
中
心
に
防
犯

灯
の
増
設
を
行
う
。

　

設
置
開
始
当
初
の
防
犯

カ
メ
ラ
は
、
性
能
が
悪
い
。

設
置
基
準
を
見
直
し
、
町

管
理
で
設
置
す
べ
き
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
町
管
理

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
向

け
、
５
年
度
に
設
置
場
所

や
機
種
選
定
、
運
用
方
法

な
ど
調
査
研
究
を
進
め
る
。

県
・
町
の
補
助
で
自
治
会

が
設
置
し
た
カ
メ
ラ
は
、

引
き
続
き
自
治
会
で
維
持

管
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

き
っ
き
ん

　

加
古
大
池
に
は
管
理
棟

や
駐
車
場
、
遊
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
や
大
会
な
ど
に
積
極
的

に
活
用
す
る
べ
き
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
加
古
大

池
は
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
情
報
発
信
し
て
い
く
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
展
望

は
　

何
ら
か
の
事
情
で
学
校

へ
通
い
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う

な
居
場
所
が
必
要
で
は
。

教
育
政
策
部
長　
学
校
教

育
で
は
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
、
各
中
学
校
の
ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
の
人
的
、
設

備
的
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

民
間
施
設
と
は
、
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
い
連
携

を
保
っ
て
い
く
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通

う
子
ど
も
や
そ
の
施
設
等

に
支
援
が
必
要
で
は
。

町
長　
子
ど
も
に
と
っ
て

必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
支
援
も
必
要
だ

と
考
え
る
。
支
援
方
法
な

ど
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

PRやイベントでまちの活性化を
引き続き情報発信を行っていく

𠮷 田   剛
よし だ つよし

経済環境部長

町
　
長
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子どもの権利を大切に
（ころあい自然楽校のみなさん）

橋脚工事が進む天満大池バイパス

急坂なコスモホール南入り口は、
手すりが必要である

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
、

現
在
約
３
組
に
１
組
が
離

婚
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
町
の
子
ど
も
が
い
る
家

庭
の
離
婚
相
談
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　
毎
月
、

県
の
母
子
父
子
自
立
支
援

員
に
よ
る
母
子
家
庭
等
相

談
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
、
ま
た
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
暮
ら
し
の
法
律

相
談
で
対
応
し
て
い
る
。

　

養
育
費
立
て
替
え
や
公

正
証
書
作
成
費
用
の
補
助

を
行
う
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　
現
在
の

と
こ
ろ
、
考
え
て
い
な
い
。

　

離
婚
後
の
面
会
交
流
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
当
町
で
は
。

健
康
福
祉
部
長　
現
在
は
、

考
え
て
い
な
い
。
難
し
い

事
業
で
も
あ
り
、
今
後
研

究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

死
亡
手
続
き
の
簡
素
化
を

　

ご
遺
族
の
心
身
的
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
各
種
手

続
き
を
一
括
し
て
行
え
る

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
専
用
コ

ー
ナ
ー
は
な
い
が
、
手
続

き
が
負
担
に
な
る
高
齢
者

等
に
は
住
民
課
窓
口
で
各

担
当
課
職
員
が
対
応
し
、

一
つ
の
窓
口
で
手
続
き
が

済
む
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

み
ず

か

ぐ
ち

ひ樋
口 

瑞
佳

学
校
健
康
診
断
で
下
着
着
用
を
可
能
に

学
校
医
と
共
通
認
識
を
図
り
進
め
る

教
育
政
策
部
長

親権争いをする両親の間で
苦しむ子ども

　

学
校
健
康
診
断
の
上
半

身
脱
衣
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

高
学
年
女
子
小
学
生
の
保

護
者
か
ら
も
相
談
が
あ
る
。

教
育
政
策
部
長　
健
診
に

支
障
の
な
い
下
着
の
着
用

に
つ
い
て
、
学
校
医
と
課

題
な
ど
共
通
認
識
を
図
る

方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
南
入
り
口

に
手
す
り
の
設
置
を

　

南
入
り
口
は
急
坂
で
、

下
る
時
は
特
に
危
な
い
。

足
腰
の
弱
い
人
や
高
齢
者

の
た
め
に
必
要
で
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
施

設
利
用
者
か
ら
幅
広
く
意

見
を
お
伺
い
し
、
十
分
検

討
し
て
い
く
。

い
な
み
っ
こ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
公
共
施
設
）全
て
に
お

む
つ
用
の
ご
み
箱
設
置
を

　

衛
生
面
で
も
必
要
だ
。

健
康
福
祉
部
長　
使
用
済

み
お
む
つ
の
こ
ま
め
な
回

収
等
の
衛
生
管
理
が
難
し

い
。
快
適
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
近
隣
市
町
の

状
況
を
精
査
し
、
研
究
し

て
い
く
。

旧
コ
ス
モ
ス
児
童
館
跡
地

の
活
用
は

健
康
福
祉
部
長　
現
在
の

と
こ
ろ
、
考
え
て
い
な
い
。

　

天
満
大
池
バ
イ
パ
ス
は

交
通
の
大
動
脈
と
な
る
。

設
計
は
完
了
し
た
の
か
。

地
域
整
備
部
長　
県
か
ら

は
、
公
安
協
議
を
進
め
て

い
る
段
階
と
聞
い
て
い
る
。

　

住
民
へ
の
説
明
会
と
供

用
開
始
は
。

地
域
整
備
部
長　
公
安
協

議
が
整
っ
た
後
、
説
明
会

を
行
う
。
橋
脚
３
基
が
完

成
し
、
今
年
度
は
新
た
に

２
基
の
工
事
を
始
め
る
。

10
年
度
完
了
を
目
指
す
と

県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

持
続
す
る
農
業
を

　

農
業
の
後
継
者
づ
く
り

が
課
題
だ
。
営
農
組
合
の

体
質
強
化
と
法
人
化
、
省

力
化
が
求
め
ら
れ
る
。

経
済
環
境
部
長　
定
年
延

長
や
再
雇
用
に
よ
る
営
農

組
合
の
高
齢
化
に
加
え
、

55
農
業
集
落
の
う
ち
18
集

落
に
は
営
農
組
織
が
な
い
。

組
合
の
法
人
化
や
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
を
活
用
し
た

省
力
化
を
進
め
る
。

町
有
地
の
跡
地
活
用
は

経
済
環
境
部
長　
清
掃
セ

ン
タ
ー
跡
地
は
、
地
元
自

治
会
の
承
認
を
得
て
、
方

針
を
決
定
す
る
。

健
康
福
祉
部
長　
旧
コ
ス

モ
ス
児
童
館
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
計
画
は
な
い
。

ひ
ろ

み

だ

い
け池

田 

博
美

天
満
大
池
バ
イ
パ
ス
の
供
用
開
始
は

10
年
度
完
了
を
目
指
す

地
域
整
備
部
長

離婚前後の親と子どもへの支援は
相談に応じて各種支援をしている

こ やま ゆう み

小 山  裕 美

　

来
年
４
月
に
こ
ど
も
基

本
法
公
布
で
、当
町
も「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実

現
」
に
向
け
、
子
ど
も
の

権
利
が
主
体
の
政
策
転
換
、

施
策
展
開
が
重
要
で
あ
る
。

健
康
福
祉
部
長　
こ
ど
も

施
策
の
一
層
の
推
進
の
た

め
に
、
相
談
窓
口
等
の
周

知
に
努
め
、
福
祉
・
教
育

分
野
の
機
関
が
協
力
し
、

子
ど
も
を
総
合
的
に
支
援

す
る
体
制
設
備
に
努
め
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
は

　

現
在
の
対
応
状
況
は
。

事
業
者
へ
丁
寧
な
説
明
を
。

経
営
政
策
部
長　
一
般
会

計
で
は
、
４
月
に
発
行
事

業
者
に
登
録
済
み
で
、
周

知
は
担
当
課
で
検
討
す
る
。

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化

　

６
年
度
か
ら
所
有
者
不

明
土
地
解
消
に
向
け
た
制

度
が
導
入
さ
れ
る
。
当
町

の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

地
域
整
備
部
長　
地
籍
調

査
で
は
影
響
が
な
く
、
実

態
把
握
は
し
て
い
な
い
。

周
知
啓
発
を
検
討
す
る
。

超
温
暖
化
の
た
め
小
中
学

校
体
育
館
及
び
体
育
セ
ン

タ
ー
に
空
調
を

教
育
政
策
部
長
・
生
涯
学

習
担
当
部
長　
設
置
予
定

は
な
い
が
、
検
討
す
る
。

こども基本法をどう受け止めるか
子どもの権利を大切にする副町長

せき なだ ま すみ

関 灘  真 澄

き
ゅ
う
は
ん

健康福祉部長
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子どもの権利を大切に
（ころあい自然楽校のみなさん）

橋脚工事が進む天満大池バイパス

急坂なコスモホール南入り口は、
手すりが必要である

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
、

現
在
約
３
組
に
１
組
が
離

婚
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
町
の
子
ど
も
が
い
る
家

庭
の
離
婚
相
談
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　
毎
月
、

県
の
母
子
父
子
自
立
支
援

員
に
よ
る
母
子
家
庭
等
相

談
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
、
ま
た
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
暮
ら
し
の
法
律

相
談
で
対
応
し
て
い
る
。

　

養
育
費
立
て
替
え
や
公

正
証
書
作
成
費
用
の
補
助

を
行
う
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　
現
在
の

と
こ
ろ
、
考
え
て
い
な
い
。

　

離
婚
後
の
面
会
交
流
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
当
町
で
は
。

健
康
福
祉
部
長　
現
在
は
、

考
え
て
い
な
い
。
難
し
い

事
業
で
も
あ
り
、
今
後
研

究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

死
亡
手
続
き
の
簡
素
化
を

　

ご
遺
族
の
心
身
的
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
各
種
手

続
き
を
一
括
し
て
行
え
る

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
専
用
コ

ー
ナ
ー
は
な
い
が
、
手
続

き
が
負
担
に
な
る
高
齢
者

等
に
は
住
民
課
窓
口
で
各

担
当
課
職
員
が
対
応
し
、

一
つ
の
窓
口
で
手
続
き
が

済
む
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

み
ず

か

ぐ
ち

ひ樋
口 

瑞
佳

学
校
健
康
診
断
で
下
着
着
用
を
可
能
に

学
校
医
と
共
通
認
識
を
図
り
進
め
る

教
育
政
策
部
長

親権争いをする両親の間で
苦しむ子ども

　

学
校
健
康
診
断
の
上
半

身
脱
衣
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

高
学
年
女
子
小
学
生
の
保

護
者
か
ら
も
相
談
が
あ
る
。

教
育
政
策
部
長　
健
診
に

支
障
の
な
い
下
着
の
着
用

に
つ
い
て
、
学
校
医
と
課

題
な
ど
共
通
認
識
を
図
る

方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
南
入
り
口

に
手
す
り
の
設
置
を

　

南
入
り
口
は
急
坂
で
、

下
る
時
は
特
に
危
な
い
。

足
腰
の
弱
い
人
や
高
齢
者

の
た
め
に
必
要
で
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
施

設
利
用
者
か
ら
幅
広
く
意

見
を
お
伺
い
し
、
十
分
検

討
し
て
い
く
。

い
な
み
っ
こ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
公
共
施
設
）全
て
に
お

む
つ
用
の
ご
み
箱
設
置
を

　

衛
生
面
で
も
必
要
だ
。

健
康
福
祉
部
長　
使
用
済

み
お
む
つ
の
こ
ま
め
な
回

収
等
の
衛
生
管
理
が
難
し

い
。
快
適
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
近
隣
市
町
の

状
況
を
精
査
し
、
研
究
し

て
い
く
。

旧
コ
ス
モ
ス
児
童
館
跡
地

の
活
用
は

健
康
福
祉
部
長　
現
在
の

と
こ
ろ
、
考
え
て
い
な
い
。

　

天
満
大
池
バ
イ
パ
ス
は

交
通
の
大
動
脈
と
な
る
。

設
計
は
完
了
し
た
の
か
。

地
域
整
備
部
長　
県
か
ら

は
、
公
安
協
議
を
進
め
て

い
る
段
階
と
聞
い
て
い
る
。

　

住
民
へ
の
説
明
会
と
供

用
開
始
は
。

地
域
整
備
部
長　
公
安
協

議
が
整
っ
た
後
、
説
明
会

を
行
う
。
橋
脚
３
基
が
完

成
し
、
今
年
度
は
新
た
に

２
基
の
工
事
を
始
め
る
。

10
年
度
完
了
を
目
指
す
と

県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

持
続
す
る
農
業
を

　

農
業
の
後
継
者
づ
く
り

が
課
題
だ
。
営
農
組
合
の

体
質
強
化
と
法
人
化
、
省

力
化
が
求
め
ら
れ
る
。

経
済
環
境
部
長　
定
年
延

長
や
再
雇
用
に
よ
る
営
農

組
合
の
高
齢
化
に
加
え
、

55
農
業
集
落
の
う
ち
18
集

落
に
は
営
農
組
織
が
な
い
。

組
合
の
法
人
化
や
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
を
活
用
し
た

省
力
化
を
進
め
る
。

町
有
地
の
跡
地
活
用
は

経
済
環
境
部
長　
清
掃
セ

ン
タ
ー
跡
地
は
、
地
元
自

治
会
の
承
認
を
得
て
、
方

針
を
決
定
す
る
。

健
康
福
祉
部
長　
旧
コ
ス

モ
ス
児
童
館
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
計
画
は
な
い
。

ひ
ろ

み

だ

い
け池

田 

博
美

天
満
大
池
バ
イ
パ
ス
の
供
用
開
始
は

10
年
度
完
了
を
目
指
す

地
域
整
備
部
長

離婚前後の親と子どもへの支援は
相談に応じて各種支援をしている

こ やま ゆう み

小 山  裕 美

　

来
年
４
月
に
こ
ど
も
基

本
法
公
布
で
、当
町
も「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実

現
」
に
向
け
、
子
ど
も
の

権
利
が
主
体
の
政
策
転
換
、

施
策
展
開
が
重
要
で
あ
る
。

健
康
福
祉
部
長　
こ
ど
も

施
策
の
一
層
の
推
進
の
た

め
に
、
相
談
窓
口
等
の
周

知
に
努
め
、
福
祉
・
教
育

分
野
の
機
関
が
協
力
し
、

子
ど
も
を
総
合
的
に
支
援

す
る
体
制
設
備
に
努
め
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
は

　

現
在
の
対
応
状
況
は
。

事
業
者
へ
丁
寧
な
説
明
を
。

経
営
政
策
部
長　
一
般
会

計
で
は
、
４
月
に
発
行
事

業
者
に
登
録
済
み
で
、
周

知
は
担
当
課
で
検
討
す
る
。

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化

　

６
年
度
か
ら
所
有
者
不

明
土
地
解
消
に
向
け
た
制

度
が
導
入
さ
れ
る
。
当
町

の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

地
域
整
備
部
長　
地
籍
調

査
で
は
影
響
が
な
く
、
実

態
把
握
は
し
て
い
な
い
。

周
知
啓
発
を
検
討
す
る
。

超
温
暖
化
の
た
め
小
中
学

校
体
育
館
及
び
体
育
セ
ン

タ
ー
に
空
調
を

教
育
政
策
部
長
・
生
涯
学

習
担
当
部
長　
設
置
予
定

は
な
い
が
、
検
討
す
る
。

こども基本法をどう受け止めるか
子どもの権利を大切にする副町長

せき なだ ま すみ

関 灘  真 澄

き
ゅ
う
は
ん

健康福祉部長
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第１７投票所の天満幼稚園

多くの人に読んでもらえる編集を学ぶ

熱心に講演を聴く議員

タブレット導入の成果を聴く議員

兵
庫
県
多
可
町

議
会
運
営
委
員
会
　
視
察
レ
ポ
ー
ト

８
月
５
日
、
兵
庫
県
民

会
館
で
議
会
広
報
研
究
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
佐

久
間
智
之
氏
に
よ
る
「
議

会
だ
よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
議
会
は
広

報
紙
作
り
を
主
な
目
的
に

す
る
の
で
は
な
く
、
手
に

取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る

も
の
に
す
る
こ
と
。
伝
え

た
い
こ
と
を
書
く
の
で
は

な
く
、
住
民
が
知
り
た
い

情
報
を
分
か
り
や
す
く
。

見
る
ゾ
ー
ン
７
割
、
読
む

ゾ
ー
ン
３
割
。
住
民
が
主

役
で
地
域
に
寄
り
添
っ
た

議
会
だ
よ
り
を
作
る
べ
き

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
広
報
活
動
に
大

変
参
考
と
な
る
有
意
義
な

講
演
で
し
た
。

多
可
町
議
会
で
は
、
議

員
が
扱
う
膨
大
な
議
会
関

係
の
資
料
の
整
理
、
資
料

を
提
供
す
る
役
場
職
員
の

業
務
削
減
な
ど
を
目
指
し
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
３
年

３
月
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
が
実
現
し
、
資
料

の
整
理
が
し
や
す
く
な
り
、

時
間
の
節
約
や
経
費
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
よ
う
に
使
え
る
た
め
、

資
料
の
配
布
や
連
絡
文
書

な
ど
送
受
信
が
可
能
に
な

り
、
複
雑
な
議
会
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の

有
効
性
が
他
市
町
で
証
明

さ
れ
、
何
よ
り
議
員
活
動

の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
当
町
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
向
け
、
検

討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
８
月
24
日
）

議
会
運
営
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

さ

く　

 

ま  

と
も 

ゆ
き

ひ
さ
し

じ

お
お大

路  

恒

元
首
相
の
国
葬
に
対
す
る
町
の
見
解
は

弔
意
を
町
民
に
要
請
す
る
こ
と
は
な
い

経
営
政
策
部
長

　

安
倍
氏
の
国
葬
に
は
、

実
施
す
る
法
的
根
拠
が
な

い
。
ま
た
、
全
額
税
金
で

賄
わ
れ
る
こ
と
、
安
倍
氏

の
評
価
は
賛
否
が
分
か
れ

て
い
る
こ
と
、
国
会
で
審

議
が
な
さ
れ
て
い
な
い
等

の
問
題
か
ら
、
国
家
が
弔

意
を
求
め
た
り
弔
意
を
事

実
上
強
制
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

町
長
宛
に
案
内
状
は
届

い
て
い
る
か
。
町
民
に
対

し
弔
意
を
求
め
る
の
か
。

県
教
育
委
員
会
か
ら
教
育

委
員
会
に
、
国
葬
の
通
知

は
届
い
て
い
る
か
。
小
中

学
校
へ
の
対
応
は
。

経
営
政
策
部
長　
９
月
13

日
現
在
、
町
長
へ
の
案
内

状
は
届
い
て
い
な
い
。
ま

た
、
町
民
へ
弔
意
を
要
請

す
る
こ
と
は
な
い
。

教
育
政
策
部
長　
県
教
育

委
員
会
か
ら
の
通
知
は
な

い
。
ま
た
、
小
中
学
校
に

対
応
は
求
め
な
い
。

　

天
満
幼
稚
園
の
投
票
所

区
域
の
見
直
し
は
投
票
率

向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

投
票
区
の
設
置
は
、
国

の
基
準
を
も
と
に
、
地
域

の
特
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
絆
を
考
慮
し
、
町
全
体

を
公
平
な
観
点
か
ら
決
定

し
て
い
る
。
今
後
も
投
票

率
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
を
行
う
た
め
に
、
約
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
議

員
間
で
の
研
究
や
研
修
を
重
ね
、
３
年
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
多
可

町
議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

住
民
が
知
り
た
い
情
報
を

　
　
　
　
　
　  

簡
潔
に

議員研究会

議
会
広
報
研
究
会
に
参
加

10
月
14
日
、
兵
庫
県
町

議
会
議
長
会
主
催
の
議
員

研
究
会
が
神
河
町
「
グ
リ

ン
デ
ル
ホ
ー
ル
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
官
民
共
創

未
来
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
代

表
理
事
の
小
田
理
恵
子
氏

に
よ
る
「
地
方
議
会
に
お

け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実

態
と
防
止
策
」
と
題
し
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進 

で
、
政
党
に
所
属
す
る
男

女
候
補
者
数
の
目
標
設
定
、

性
的
な
言
動
・
妊
娠
や
出

産
に
関
す
る
問
題
発
生
防

止
の
取
り
組
み
な
ど
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
男
性
議

員
の
32
・
５
％
、
女
性
議

員
の
57
・
６
％
が
パ
ワ
ハ

ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ

ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
防
災
家
・

危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
野
村
功
次
郎
氏
に
よ
る

講
演
で
、
普
段
か
ら
の
訓

練
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
知

識
が
あ
れ
ば
、
危
機
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
議
員
活
動
に
参

考
と
な
る
有
意
義
な
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

「優秀賞」受賞

ハラスメント対策と
防災を研修

兵庫県町議会広報紙コンクール
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第１７投票所の天満幼稚園

多くの人に読んでもらえる編集を学ぶ

熱心に講演を聴く議員

タブレット導入の成果を聴く議員

兵
庫
県
多
可
町

議
会
運
営
委
員
会
　
視
察
レ
ポ
ー
ト

８
月
５
日
、
兵
庫
県
民

会
館
で
議
会
広
報
研
究
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
佐

久
間
智
之
氏
に
よ
る
「
議

会
だ
よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
議
会
は
広

報
紙
作
り
を
主
な
目
的
に

す
る
の
で
は
な
く
、
手
に

取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る

も
の
に
す
る
こ
と
。
伝
え

た
い
こ
と
を
書
く
の
で
は

な
く
、
住
民
が
知
り
た
い

情
報
を
分
か
り
や
す
く
。

見
る
ゾ
ー
ン
７
割
、
読
む

ゾ
ー
ン
３
割
。
住
民
が
主

役
で
地
域
に
寄
り
添
っ
た

議
会
だ
よ
り
を
作
る
べ
き

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
広
報
活
動
に
大

変
参
考
と
な
る
有
意
義
な

講
演
で
し
た
。

多
可
町
議
会
で
は
、
議

員
が
扱
う
膨
大
な
議
会
関

係
の
資
料
の
整
理
、
資
料

を
提
供
す
る
役
場
職
員
の

業
務
削
減
な
ど
を
目
指
し
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
３
年

３
月
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
が
実
現
し
、
資
料

の
整
理
が
し
や
す
く
な
り
、

時
間
の
節
約
や
経
費
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
よ
う
に
使
え
る
た
め
、

資
料
の
配
布
や
連
絡
文
書

な
ど
送
受
信
が
可
能
に
な

り
、
複
雑
な
議
会
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の

有
効
性
が
他
市
町
で
証
明

さ
れ
、
何
よ
り
議
員
活
動

の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
当
町
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
向
け
、
検

討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
８
月
24
日
）

議
会
運
営
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

さ

く　

 

ま  

と
も 

ゆ
き

ひ
さ
し

じ

お
お大

路  

恒

元
首
相
の
国
葬
に
対
す
る
町
の
見
解
は

弔
意
を
町
民
に
要
請
す
る
こ
と
は
な
い

経
営
政
策
部
長

　

安
倍
氏
の
国
葬
に
は
、

実
施
す
る
法
的
根
拠
が
な

い
。
ま
た
、
全
額
税
金
で

賄
わ
れ
る
こ
と
、
安
倍
氏

の
評
価
は
賛
否
が
分
か
れ

て
い
る
こ
と
、
国
会
で
審

議
が
な
さ
れ
て
い
な
い
等

の
問
題
か
ら
、
国
家
が
弔

意
を
求
め
た
り
弔
意
を
事

実
上
強
制
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

町
長
宛
に
案
内
状
は
届

い
て
い
る
か
。
町
民
に
対

し
弔
意
を
求
め
る
の
か
。

県
教
育
委
員
会
か
ら
教
育

委
員
会
に
、
国
葬
の
通
知

は
届
い
て
い
る
か
。
小
中

学
校
へ
の
対
応
は
。

経
営
政
策
部
長　
９
月
13

日
現
在
、
町
長
へ
の
案
内

状
は
届
い
て
い
な
い
。
ま

た
、
町
民
へ
弔
意
を
要
請

す
る
こ
と
は
な
い
。

教
育
政
策
部
長　
県
教
育

委
員
会
か
ら
の
通
知
は
な

い
。
ま
た
、
小
中
学
校
に

対
応
は
求
め
な
い
。

　

天
満
幼
稚
園
の
投
票
所

区
域
の
見
直
し
は
投
票
率

向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

投
票
区
の
設
置
は
、
国

の
基
準
を
も
と
に
、
地
域

の
特
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
絆
を
考
慮
し
、
町
全
体

を
公
平
な
観
点
か
ら
決
定

し
て
い
る
。
今
後
も
投
票

率
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
を
行
う
た
め
に
、
約
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
議

員
間
で
の
研
究
や
研
修
を
重
ね
、
３
年
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
多
可

町
議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

住
民
が
知
り
た
い
情
報
を

　
　
　
　
　
　  

簡
潔
に

議員研究会

議
会
広
報
研
究
会
に
参
加

10
月
14
日
、
兵
庫
県
町

議
会
議
長
会
主
催
の
議
員

研
究
会
が
神
河
町
「
グ
リ

ン
デ
ル
ホ
ー
ル
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
官
民
共
創

未
来
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
代

表
理
事
の
小
田
理
恵
子
氏

に
よ
る
「
地
方
議
会
に
お

け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実

態
と
防
止
策
」
と
題
し
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進 

で
、
政
党
に
所
属
す
る
男

女
候
補
者
数
の
目
標
設
定
、

性
的
な
言
動
・
妊
娠
や
出

産
に
関
す
る
問
題
発
生
防

止
の
取
り
組
み
な
ど
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
男
性
議

員
の
32
・
５
％
、
女
性
議

員
の
57
・
６
％
が
パ
ワ
ハ

ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ

ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
防
災
家
・

危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
野
村
功
次
郎
氏
に
よ
る

講
演
で
、
普
段
か
ら
の
訓

練
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
知

識
が
あ
れ
ば
、
危
機
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
議
員
活
動
に
参

考
と
な
る
有
意
義
な
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

「優秀賞」受賞

ハラスメント対策と
防災を研修

兵庫県町議会広報紙コンクール
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　10月14日に開催された議員研究会の席で
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５
年
１
月
か
ら
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
住
民
票
の
写
し
、
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍

謄
抄
本
、
戸
籍
の
附
票
の

写
し
、
所
得
証
明
書
、
所

得
課
税
（
非
課
税
）
証
明

書
を
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
。

利
用
可
能
時
間
は
、
年

末
年
始
を
除
く
毎
日
６
時

半
か
ら
23
時
ま
で
で
、
住

民
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
も

窓
口
と
同
様
の
偽
造
防
止

の
用
紙
が
使
わ
れ
る
の
か
。

　

用
紙
は
普
通
紙
で
あ

る
が
、
特
殊
な
印
刷
で
偽

造
改
ざ
ん
防
止
対
策
が
施

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
コ
ン
ビ
ニ
以

外
で
も
取
得
は
可
能
か
。

　

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
で

あ
れ
ば
取
得
可
能
で
あ
る
。

電
子
書
籍
貸
出
サ
ー
ビ
ス

事
業
始
ま
る

４
年
７
月
か
ら
、
町
立

図
書
館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
、
24
時
間
、
電

子
書
籍
の
検
索
・
貸
し
出

し
・
返
却
・
予
約
が
可
能

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

っ
た
。

町
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
図
書
利
用
カ
ー
ド

の
所
持
者
が
対
象
で
、
貸

出
冊
数
は
２
冊
ま
で
、
貸

出
期
間
の
14
日
間
を
過
ぎ

る
と
自
動
的
に
電
子
図
書

館
に
返
却
さ
れ
る
。
利
用

料
は
無
料
（
通
信
料
は
利

用
者
負
担
）。

　

電
子
書
籍
の
利
用
状

況
と
今
後
の
導
入
冊
数
は
。

　

１
カ
月
の
閲
覧
件
数

は
５
７
９
件
、
貸
出
冊
数

は
延
べ
３
５
５
冊
。
書
籍

数
は
、
現
在
の
３
５
５
冊

に
加
え
今
年
度
末
ま
で
に

約
１
千
６
０
０
冊
を
導
入

予
定
。

現
地
調
査

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
に
向
け
た
増
改
築
工
事

が
完
了
し
た
「
い
な
み
野

　

母
里
こ
ど
も
園
」、
稲

美
北
中
学
校
の
技
術
教
室

棟
な
ど
の
改
修
工
事
を
現

地
調
査
し
た
。

そ
の
他
調
査
事
項

稲
美
町
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ

ム
な
ど
。

（
８
月
２
日
・
４
日
開
催
）

物
価
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
住
民
へ
の
負

担
軽
減
と
町
内
店
舗
支
援

の
た
め
、
10
月
１
日
か
ら

31
日
ま
で
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

ｙ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
（
還

元
率
20
％
）
を
実
施
す
る
。

1
回
上
限
1
千
円
相
当
で
、

最
大
５
千
円
相
当
ま
で
。

　

 

対
象
店
舗
の
確
認
方

法
は
。

　

 

ア
プ
リ
内
で
確
認
で

き
る
。
ま
た
店
舗
に
は
の

ぼ
り
旗
等
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
施
が
分
か
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
く
。

　

 

予
算
額
を
超
え
る
利

用
が
あ
っ
た
場
合
は
。

　

 

日
々
の
利
用
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
補
正
予
算

を
検
討
す
る
が
、
現
在
は

予
算
額
を
超
過
し
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

 

使
い
方
等
に
つ
い
て

住
民
向
け
の
説
明
会
は
。

　

 

役
場
で
３
回
の
説
明

会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

 

今
年
度
は
、
誰
も
が

使
え
る
地
域
振
興
券
事
業

は
実
施
し
な
い
の
か
。

 

　

現
在
の
と
こ
ろ
予
定

は
な
い
。

不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
の

貸
し
出
し
始
ま
る

廃
棄
物
を
適
切
に
処
理

せ
ず
に
道
路
や
空
き
地
に

捨
て
る
行
為
が
多
発
し
て

い
る
。
新
た
な
対
策
と
し

て
、
自
治
会
へ
監
視
カ
メ

ラ
の
貸
し
出
し
を
行
う
。

貸
出
期
間
は
１
カ
月
（
延

長
可
能
）、貸
出
台
数
は
１

回
に
つ
き
１
台
、
貸
出
料

は
無
料
、
記
録
さ
れ
た
映

像
は
警
察
へ
提
供
で
き
る
。

問　

不
法
投
棄
物
処
分
費

用
は
誰
が
負
担
す
る
の
か
。

答　

公
共
性
の
あ
る
土
地

へ
の
不
法
投
棄
は
町
が
負

担
す
る
。

問　

処
分
費
用
は
。

答　

３
年
度
は
、
１
７
３

万
７
４
９
０
円
で
あ
る
。

問　

貸
し
出
し
の
開
始
時

期
と
台
数
は
。

答　

秋
頃
か
ら
５
台
の
貸

し
出
し
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

不
法
投
棄
を
し
た
人

の
特
定
は
、
ど
こ
が
行
う

の
か
。

答　

警
察
で
特
定
し
て
い

た
だ
く
。
町
は
、
不
法
投

棄
の
防
止
の
啓
発
や
警
察

へ
の
情
報
提
供
を
行
う
。

そ
の
他
調
査
事
項

田
園
集
落
の
ま
ち
づ
く

り
、
空
き
家
活
用
支
援
事

業
。

（
８
月
３
日
開
催
）

マイナンバーカードを利用したコンビニ交付の流れ
（地方公共団体情報システム機構「コンビニ交付サイト」から引用）

※前倒しして10月21日に終了しました。

防災備蓄倉庫を視察

「瑠璃庵」のプレイルームを視察

問答問答

問答

総務福祉文教
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

樋口　瑞佳
山口　　守
関灘　真澄
木村　圭二
𠮷田　　剛
池田　博美
池田いつ子

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
へ

キャッシュレス決済
　　還元キャンペーンを実施

問答

問答問答

問答

問答問

問答問 答

答

い
な
べ
市
は
、
旧
幼
稚

園
舎
を
改
修
し
、
ひ
き
こ

も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
「
瑠

璃
庵
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。専

従
の
職
員
を
配
置
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
受
託

運
営
し
て
い
ま
す
。
主
な

業
務
は
、
本
人
や
家
族
へ

の
相
談
支
援
、
居
場
所
づ

く
り
を
と
お
し
た
社
会
参

加
支
援
、
訪
問
に
よ
る
支

援
、
就
職
氷
河
期
世
代
支

援
な
ど
で
、
令
和
3
年
度

は
実
人
数
45
人
に
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

断
ら
れ
て
も
諦
め
な
い

訪
問
支
援
な
ど
、
熱
意
が

伝
わ
る
内
容
で
、
参
考
に

な
り
ま
し
た
。（

7
月
21
日
）

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

る

り  

あ
ん

三
重
県
い
な
べ
市

視
察
レ
ポ
ー
ト

池
田
市
は
、
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
、
適
切
な

災
害
応
急
活
動
の
拠
点
と

な
る
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
地
理
的

に
も
受
援
物
資
の
搬
入
が

容
易
な
こ
と
に
加
え
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
活
用
す
る
こ

と
で
ス
ム
ー
ズ
な
受
援
と

荷
捌
き
が
期
待
で
き
ま
す
。

市
は
地
震
や
集
中
豪
雨
、

台
風
等
の
災
害
時
に
想
定

さ
れ
る
８
千
１
０
１
人
の

避
難
者
に
対
応
で
き
る
備

蓄
品
の
在
庫
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

優
れ
た
交
通
ア
ク
セ
ス

を
生
か
し
、
市
内
想
定
避

難
所
へ
適
時
配
送
が
行
え

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

（
７
月
22
日
）

小
学
校
跡
地
を
活
用
し
た
防
災
備
蓄
倉
庫

大
阪
府
池
田
市

視
察
レ
ポ
ー
ト

生活産業建設
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

小山　裕美
山田　立美
河田公利助
大路　　恒
辻元　誠志
大山　和明
長谷川和重

に 

さ
ば
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５
年
１
月
か
ら
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
住
民
票
の
写
し
、
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍

謄
抄
本
、
戸
籍
の
附
票
の

写
し
、
所
得
証
明
書
、
所

得
課
税
（
非
課
税
）
証
明

書
を
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
。

利
用
可
能
時
間
は
、
年

末
年
始
を
除
く
毎
日
６
時

半
か
ら
23
時
ま
で
で
、
住

民
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
も

窓
口
と
同
様
の
偽
造
防
止

の
用
紙
が
使
わ
れ
る
の
か
。

　

用
紙
は
普
通
紙
で
あ

る
が
、
特
殊
な
印
刷
で
偽

造
改
ざ
ん
防
止
対
策
が
施

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
コ
ン
ビ
ニ
以

外
で
も
取
得
は
可
能
か
。

　

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
で

あ
れ
ば
取
得
可
能
で
あ
る
。

電
子
書
籍
貸
出
サ
ー
ビ
ス

事
業
始
ま
る

４
年
７
月
か
ら
、
町
立

図
書
館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
、
24
時
間
、
電

子
書
籍
の
検
索
・
貸
し
出

し
・
返
却
・
予
約
が
可
能

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

っ
た
。

町
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
図
書
利
用
カ
ー
ド

の
所
持
者
が
対
象
で
、
貸

出
冊
数
は
２
冊
ま
で
、
貸

出
期
間
の
14
日
間
を
過
ぎ

る
と
自
動
的
に
電
子
図
書

館
に
返
却
さ
れ
る
。
利
用

料
は
無
料
（
通
信
料
は
利

用
者
負
担
）。

　

電
子
書
籍
の
利
用
状

況
と
今
後
の
導
入
冊
数
は
。

　

１
カ
月
の
閲
覧
件
数

は
５
７
９
件
、
貸
出
冊
数

は
延
べ
３
５
５
冊
。
書
籍

数
は
、
現
在
の
３
５
５
冊

に
加
え
今
年
度
末
ま
で
に

約
１
千
６
０
０
冊
を
導
入

予
定
。

現
地
調
査

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
に
向
け
た
増
改
築
工
事

が
完
了
し
た
「
い
な
み
野

　

母
里
こ
ど
も
園
」、
稲

美
北
中
学
校
の
技
術
教
室

棟
な
ど
の
改
修
工
事
を
現

地
調
査
し
た
。

そ
の
他
調
査
事
項

稲
美
町
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ

ム
な
ど
。

（
８
月
２
日
・
４
日
開
催
）

物
価
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
住
民
へ
の
負

担
軽
減
と
町
内
店
舗
支
援

の
た
め
、
10
月
１
日
か
ら

31
日
ま
で
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

ｙ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
（
還

元
率
20
％
）
を
実
施
す
る
。

1
回
上
限
1
千
円
相
当
で
、

最
大
５
千
円
相
当
ま
で
。

　

 

対
象
店
舗
の
確
認
方

法
は
。

　

 

ア
プ
リ
内
で
確
認
で

き
る
。
ま
た
店
舗
に
は
の

ぼ
り
旗
等
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
施
が
分
か
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
く
。

　
 

予
算
額
を
超
え
る
利

用
が
あ
っ
た
場
合
は
。

　

 
日
々
の
利
用
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
補
正
予
算

を
検
討
す
る
が
、
現
在
は

予
算
額
を
超
過
し
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

 

使
い
方
等
に
つ
い
て

住
民
向
け
の
説
明
会
は
。

　

 

役
場
で
３
回
の
説
明

会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

 

今
年
度
は
、
誰
も
が

使
え
る
地
域
振
興
券
事
業

は
実
施
し
な
い
の
か
。

 

　

現
在
の
と
こ
ろ
予
定

は
な
い
。

不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
の

貸
し
出
し
始
ま
る

廃
棄
物
を
適
切
に
処
理

せ
ず
に
道
路
や
空
き
地
に

捨
て
る
行
為
が
多
発
し
て

い
る
。
新
た
な
対
策
と
し

て
、
自
治
会
へ
監
視
カ
メ

ラ
の
貸
し
出
し
を
行
う
。

貸
出
期
間
は
１
カ
月
（
延

長
可
能
）、貸
出
台
数
は
１

回
に
つ
き
１
台
、
貸
出
料

は
無
料
、
記
録
さ
れ
た
映

像
は
警
察
へ
提
供
で
き
る
。

問　

不
法
投
棄
物
処
分
費

用
は
誰
が
負
担
す
る
の
か
。

答　

公
共
性
の
あ
る
土
地

へ
の
不
法
投
棄
は
町
が
負

担
す
る
。

問　

処
分
費
用
は
。

答　

３
年
度
は
、
１
７
３

万
７
４
９
０
円
で
あ
る
。

問　

貸
し
出
し
の
開
始
時

期
と
台
数
は
。

答　

秋
頃
か
ら
５
台
の
貸

し
出
し
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

不
法
投
棄
を
し
た
人

の
特
定
は
、
ど
こ
が
行
う

の
か
。

答　

警
察
で
特
定
し
て
い

た
だ
く
。
町
は
、
不
法
投

棄
の
防
止
の
啓
発
や
警
察

へ
の
情
報
提
供
を
行
う
。

そ
の
他
調
査
事
項

田
園
集
落
の
ま
ち
づ
く

り
、
空
き
家
活
用
支
援
事

業
。

（
８
月
３
日
開
催
）

マイナンバーカードを利用したコンビニ交付の流れ
（地方公共団体情報システム機構「コンビニ交付サイト」から引用）

※前倒しして10月21日に終了しました。

防災備蓄倉庫を視察

「瑠璃庵」のプレイルームを視察

問答問答

問答

総務福祉文教
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

樋口　瑞佳
山口　　守
関灘　真澄
木村　圭二
𠮷田　　剛
池田　博美
池田いつ子

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
へ

キャッシュレス決済
　　還元キャンペーンを実施

問答

問答問答

問答

問答問

問答問 答

答

い
な
べ
市
は
、
旧
幼
稚

園
舎
を
改
修
し
、
ひ
き
こ

も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
「
瑠

璃
庵
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。専

従
の
職
員
を
配
置
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
受
託

運
営
し
て
い
ま
す
。
主
な

業
務
は
、
本
人
や
家
族
へ

の
相
談
支
援
、
居
場
所
づ

く
り
を
と
お
し
た
社
会
参

加
支
援
、
訪
問
に
よ
る
支

援
、
就
職
氷
河
期
世
代
支

援
な
ど
で
、
令
和
3
年
度

は
実
人
数
45
人
に
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

断
ら
れ
て
も
諦
め
な
い

訪
問
支
援
な
ど
、
熱
意
が

伝
わ
る
内
容
で
、
参
考
に

な
り
ま
し
た
。（

7
月
21
日
）

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

る

り  

あ
ん

三
重
県
い
な
べ
市

視
察
レ
ポ
ー
ト

池
田
市
は
、
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
、
適
切
な

災
害
応
急
活
動
の
拠
点
と

な
る
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
地
理
的

に
も
受
援
物
資
の
搬
入
が

容
易
な
こ
と
に
加
え
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
活
用
す
る
こ

と
で
ス
ム
ー
ズ
な
受
援
と

荷
捌
き
が
期
待
で
き
ま
す
。

市
は
地
震
や
集
中
豪
雨
、

台
風
等
の
災
害
時
に
想
定

さ
れ
る
８
千
１
０
１
人
の

避
難
者
に
対
応
で
き
る
備

蓄
品
の
在
庫
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

優
れ
た
交
通
ア
ク
セ
ス

を
生
か
し
、
市
内
想
定
避

難
所
へ
適
時
配
送
が
行
え

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

（
７
月
22
日
）

小
学
校
跡
地
を
活
用
し
た
防
災
備
蓄
倉
庫

大
阪
府
池
田
市

視
察
レ
ポ
ー
ト

生活産業建設
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

小山　裕美
山田　立美
河田公利助
大路　　恒
辻元　誠志
大山　和明
長谷川和重

に 

さ
ば
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委
員
長　
　
池
田　
博
美

副
委
員
長　
長
谷
川
和
重

委　
員　
　
山
口　
　
守

委　
員　
　
大
路　
　
恒

委　
員　
　
木
村　
圭
二

委　
員　
　
山
田　
立
美

以
前
は
町
内
各
小
学
校

区
に
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
チ
ー

ム
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
各
校
区
合
同
の
１
チ
ー

ム
の
み
と
な
り
、
現
在
は

母
里
地
区
、
天
満
南
地
区

児
童
の
男
女
混
合
チ
ー
ム

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
木
曜
日
、
土
曜

日
、
日
曜
日
の
週
３
回
、

天
満
南
小
学
校
で
「
一
生

懸
命
」
を
合
言
葉
に
、
言

葉
よ
り
も
直
接
体
験
さ
せ

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
指

導
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
人
数
も
少
な
く

な
り
、
部
員
が
増
え
て
ほ

し
い
で
す
。
卒
部
し
た
子

ど
も
た
ち
も
戻
っ
て
こ
ら

れ
る
場
を
存
続
で
き
る
よ

う
に
、
現
在
部
員
や
指
導

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

勧
誘
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
練
習
日
程
や
見
学
等
の

情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。各

校
区
の
児
童
数
に
偏

り
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
児
童
数
の
少
な
い
校

区
で
は
、
地
区
活
動
に
も

影
響
が
出
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
人
数
が
増
え
、

活
性
化
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。

読
ん
で
い
ま
す
。
部
活

動
が
５
年
度
以
降
に
地
域

へ
移
行
す
る
方
向
と
耳
に

し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
か

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
と
し
て
望

む
こ
と
は
何
で
す
か

「ジュニアバレーボール協会」のみなさん

体
育
協
会
「
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
」
を
訪
ね
て
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●
議
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

服部　悦子さん
はっとり  えつ こ

（六分一山）

息
子
が
３
月
に
小
学
校
を
卒
業
し

ま
す
。
毎
日
片
道
40
分
歩
い
て
の
通

学
。
最
初
は
心
配
で
し
た
が
、
今
で

は
体
力
も
つ
き
大
き
く
な
っ
た
な
ぁ

▼
10
月
に
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

の
ポ
イ
ン
ト
還
元
が
実
施

さ
れ
、
予
想
以
上
の
利
用

に
よ
り
補
正
で
増
額
実
施

と
な
り
、
行
政
情
報
は
生

活
に
密
着
し
て
い
る
と
実

感
し
ま
し
た
。
▼
９
月
議

会
の
会
期
延
長
に
よ
り
議

会
だ
よ
り
の
発
行
が
1
カ

月
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
池
田　
博
美
）

羽ばたくコウノトリ
（下棒池）

しもぼう

9
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

と
し
み
じ
み
…
。
１
ク
ラ
ス
し
か
な

く
ク
ラ
ス
替
え
が
な
い
の
で
、
親
の

私
も
ク
ラ
ス
全
員
の
名
前
が
言
え
、

み
ん
な
本
当
に
か
わ
い
い
で
す
。

４
月
か
ら
中
学
生
。
コ
ロ
ナ
禍
で

マ
ス
ク
生
活
が
続
き
そ
う
で
す
が
、

制
服
も
一
新
さ
れ
、
新
し
い
お
友
達

と
も
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
中
学
校

生
活
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

「楽しみな子ども達の成長」

広
報
常
任
委
員
会

ジュニアバレーボール協会

代表　　松尾　国昭さん
生徒 ・男子　 2 人
 ・女子　 4 人
 　合計　 6 人

ま つ お く に あ き

9P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

13P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13人が一般質問

3年度決算を認定

まちづくりをどうする

議員構成決まる

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4P

キャッシュレス決済増額補正
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